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v.国際連携
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V-A. アメリカ訪問

1.アメリカ訪問について-SOTLの理簡と実践ー

1-1.訪問の概要

2008年 5月2113から 3013のH程で、私たちはアメリカの FD関連機関を訪れた。訪問団

のメンバーは、田中毎実(センター長)、松下佳代(教授)、酒井博之(准教授)、河崎美保

(助教)、斎藤桂(教育学研究科比較教育政策学講座博士後期課程学生)の 5名である。斎藤

さんは、アメリカ留学経験のある英語に堪能な学生で、通訳として同行してもらった。

訪問機関と交流内容は、以下のとおりである(詳細は、資料 1参照)。カリフオルニア州の

スタンフォード大学敷地内にあるカーネギーから、北中部のインディアナ州、そして南東部の

ノースカロライナ州へと、アメリカを横断する十日間の旅程であった。

①カーネギー教育振興財団、知識メディア研究所 (KML)

5/22 Pat Hutchings (Vice President)、MaryT. Huber (Senior Scholar)、

飯吉透 (SeniorScholar & K阻.Director)の各氏とミーティング

・カーネギーの現状について飯吉氏より説明

・松下より京大センターの活動について報告 ("Buildingthe Core in Faculty 

Develop皿ent")、コメントおよびディスカッシヨン

5/23 Rose Asera (Senior Scholar)、Chery1 Richardson (Research Scholar)、飯吉透、

Peter Spangler (KML Program Associate)、OlgaTrusova (KML Program 

Associate)の各氏とミーティング

・カーネギ一例lから、カーネギーの高等教育関連プログラム、 KMLの活動につい

て説明、質疑応答

・酒井より京大センターの活動について報告 ("OnlineFaculty Development: 

Building the Core in Faculty Development")、コメントおよびディスカッショ

ン

-京大センターの今後の活動について飯吉氏よりアドバイス

②インディアナ大学プルーミントン枝 (TIJB)

5/26 

.1 Jennifer M. Robinson (Campus Instructional Consulting Director、次期ISSOTL

会長)、 RaymondSmith仏曲ocia旬 ViceChancellor for Academic A血 irs&

Instructional Support Ser羽田sExecutive Direc回)の各氏より、 IUBの教育支援

について説明、質疑応答とディスカッション
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'2 Karen Hanson氏(Provost& Executive Vice President)より、 IUBおよびインディ

アナ大学システムにおける教育支援について説明、 質疑応答とディスカッション

③ノースカロライナ大学チャペルヒル校 (UNC)

5/28 Teaching and Learning with Technology Collaborative (TLTC)を訪問・交流

'1 Frank Prochaska氏(TLTCExecutive Director)ほかTLTCスタッフと

ミーティング

・松下・酒井より報告、質疑応答とディスカッション

• TLTC側より、 TLTCの活動についての説明と質疑応答、ディスカッション

ー2 TLTC Boardメンバーとビデオ会議

・京大センターの活動とノースカロライナ大学システムにおける教育支援について、

TLTCBoardメンバー(各キャンパスの教授・学習センター長など)とディスカ

ツション

(注)肩書きはすべて訪問当時

1-2.訪問にいたるまで

カーネギー教育振興財団(TheCarnegie Foundation for the Adv阻田 皿.entofTeaching)は、

SOTL (Scholarship ofTeaching and Learning :教育と学習の学識)を大学教育改善の理念と

しており、 sσrLの名の下に様々な活動を展開している。私は、 2008年8月まで 11年間理事

長をつとめたリー・シュルマン (LeeS. Shul皿 an)の研究を通じてカーネギーの活動に興味を

もつようになり、 2007年にシドニーで聞かれた ISSOTL(The International Society for the 

Scholarship of Teaching and Learning :国際SOTL学会)の大会に参加した。私がそこで見

出したのは、私たちのセンターと似た理念をもち実践を行っている人々であった(松下， 2008)。

2008年度より大型の助成金を得て、学内・地域・全国・国際の 4つのレベルで「相互研修

型 FDの拠点形成」を進めていくことが決まったとき、国際連携に向けての訪問先としてまず

思いついたのがカーネギー財団である。3月に、当時、カーネギーの上級研究員(SeniorScholar) 

で、カーネギー内にある知識メディア研究所(KnowledgeMedia Laboratory: KML)の所長

でもあった飯吉透氏(現・MIT教育イノベーション・テクノロジー局シニア・ストラテジスト)

にコンタクトをとり相談した結果、 IUBとUNC'TLTCを訪問先に加えることになった。 IUB

はSOTL実践の拠点校であるので当初から候補にあげていたが、 UNC'τl..TCはまったく視野

に入っていなかった。飯吉氏は、 UNC'TLTCが、ノースカロライナ州の複数の大学を組織し

て「テクノロジーを用いた FDの未来形」を実現しており、そこでの実践は地域レベルでのFD

拠点形成を進める上で大きな参考になるはずだと、 TLTC訪問を強く薦められた。 実際、その

とおりだった。

飯吉氏からは、訪問のしかたについても次のようなアドパイスがあった。 rカーネギーには

日本から多くの訪問者があるが、たいていは話を聞いて報告書にまとめるだけで終わっている。
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そうではなく、日本の大学教育やFDの状況がどうなっているか、自分たちがそこでどんな活

動を行いどういう課題を抱えているかを説明して、その課題の解決への示唆を彼らから得るよ

うにしてはどうか」と。このアドバイスにしたがって、カーネギーと UNCでは、松下がセン

ターの拠点形成の概要と課題について、酒井准教授が遠隔FDについて発表を行った。また、

事前の打ち合わせのために、メールのやりとりだけでなく、電話会議 (UNC-TLTCから

Prochaska氏と H_Nickerson氏、カーネギーから飯吉氏、京大センターから田口真奈准教授

と松下が参加)も行った。これらのすべてのプロセスにおいて、飯吉氏の綿密なサポートがあ

った。

カーネギーで2日間にわたって、副理事長の Huthings氏、上級研究員の Huber氏をはじめ

さまざまなメンバーから活動の詳細を聞けたこと、 UJBで休日(アメリカに着いてからわかっ

たのだが、 5/26は戦没将兵記念日で休日だった)にもかかわらず3人の方へのインタピューと

ディスカッションができたこと、 UNC-TLTCで丸一日、 fa田-to-fa田とオンラインの両方でス

タッフおよび協議会のメンバーとディスカッションできたこと。こうしたことが可能になった

のは、飯吉氏のアドバイスとサポートのおかげである。感謝の気持ちをこめてここに記してお

きたい。

1-3_訪問の目的

今回の訪問の目的は、以下のような点にあった。

①相互研修型FDと類似性の強い SOTLについて、その理念と実践をより深く理解すること

(カーネギー、 IUB)

②2008年度から 5年計画で開始した、特別教育研究プロジェクト「大学教員教育研修のた

めのモデル拠点形成J (2009年度以降は「大学教員教育研修のための相互研修型FD拠点

形成」と改称して継続)においてめざしている FDネットワーク形成のための方法論を知

ること

-学内拠点:IUB-ISS 

・地域拠点:UNC-TLTC 

-全国拠点:カーネギー、 IUB

・国際拠点:IUB (ISSOTL) 

③遠隔FDシステムに関する情報収集とシステム導入に関する打ち合わせを行うこと

・カーネギーKML(特に KEEPTooIkitの日本語版の開発に向けて)

-UNC-TLTC (大学問での遠隔FD)

④大規模な研究大学における FD活動の現状と課題を知ること (IUB)

⑤FDの国際連携の端緒をひらき、初日9年 1月に予定していた国際シンポジウムへの招璃交

渉を行うこと (Huber氏、飯吉氏、Robinson氏、 Prochaska氏)

1-4_訪問機聞の特徴

カーネギーについては、昨年の叢書(松下， 2008) においてすでに詳しく論じたので、

では省略する。
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インディアナ大学は、全部で8つのキャンパスをもっ州立大学(Ind泊naUniversity Syste皿)

で、その中心的なキャンパスがブルーミントン校(IUB)である。 IUBは研究大学だが、他のキ

ャンパスは必ずしもそうではない。 IUBは、カーネギーの CASTL(Carnegie Academy fur the 

Scholarship ofTeaching and Learning)プログラムにおいて、“Expandingthe Scholarship of 

Teaching and Learning Co血血ons"をテーマとするクラスターのコーディネート機関をつと

め、 SO宜 4を実践する研究大学のコンソーシアム RUCASTL(Research University 

Consortium for the Advancement ofthe Scholarship ofTeaching and Learning)のリーダー

にもなっている(松下， 2008)0 IUBはまた、 ISSOTL2004 (第 1回大会)、 ISSOτ'L2009 

(第6回大会)の開催校であり、 Robinson氏は ISSOTLの次期会長でもあるロまさに、 SOTL

実践の全国拠点、国際拠点といえる。

学内では、 Robinson氏は、 CampusInstructional Consulting (CIC)というユニットのディ

レクターである。 CICは、 IUBの教育支援サービス組織であるInstructionalSupport Se四四回

(ISS)の7ユニットのうちの一つであり、この 7ユニットを束ねるISSの統括ディレクターが

R. Smith氏である。 Smith氏はまた教務担当の準副学長CAssociateVice Chancellor for 

Academic Affairs)でもある。K.Han田 E氏は、学事長(Provost)兼副総長(ExecutiveVice 

President)である (1)。つまり、学内のポジションでは、 Hanson氏 Smith氏Robinson氏と

いう関係にある。

一方、ノースカロライナ大学システム (UniversityofNorth Carolina System)は、全部で

17のキャンパスをもち、そこには、芸術系単科大学や英才児のための理数系高校までが含まれ

ている。チャベルヒル校はその中心的存在で、全米でも有数の研究大学である。各キャンパス

には、それぞれに教授・学習センターがあり、 FDを含む教育支援を行わっている。

TLTC (Teaching and Learning with Technology Collaborative)はチャペルヒル校にあり、

その名の通り、テクノロジーを用いながら 17キャンパスが協働で教授・学習改善に取り組む

ことを支援する機関である。 TLTCBoardはTLTCの統括ディレクターである Prochaska氏

を議長とする協議会で、メンバーは 17キャンパスの教授・学習センター長などからなる。TLTC

が毎年 3月に開催してきたτ'LTカンファレンスには、ノースカロライナ大学システムだけで

なくノースカロライナ州の他大学(コミュニティ・カレッジや私立大学を含む)、さらには隣

接する州の大学からも参加者があるという o

ノースカロライナ州の面積は関西 (2府 4県)の豹 5倍、人口は約 2/5(2)にあたり、 TLTCの

活動がカバーする教育機関もきわめて多様であることから、地域拠点の一つのモデルケースと

みることができる。

(1)p四 sidentは州立大学システムの総長であり、 Chancello置は各キャンパスの学長である。 Provostは、州立

大学システムにおいて President、Vice.P四 sidentに次ぐ役職であるが、Provost& Executi刊 Vice-President 

である Hanson氏は、 IUBのトップ、インディアナ大学システム全体でも総長に次ぐポストにある人である。

(2)ノースカロライナ州は面積約 14万km'、人口約 840万人、関西は約 2.7万k皿 2 、総人口 2100万人であ

る。
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1-5_訪問、その後

私たちが訪問を終えてから、 2009年2月末時点でまだ9か月しかたっていない。しかし、

訪問先の状況はその後大きく変わった。カーネギーは、任期を終えたShul皿anに代わって2008

年9月に理事長に就任したAnthonyS_ Brykの方針により、高等教育から K-12レベルへと活

動の比重を移すことになった。これはカーネギー訪問の初日に、飯吉氏から耳にした驚きのニ

ュースであった。その後、飯吉氏はカーネギーから MITに移り、私たちが面会したスタッフ

の多くもすでに退職したか今年中には退職の予定と聞く。カーネギーのプログラムは 2-5年

程度の期間を区切って行われているが、カーネギーが高等教育分野での活動を縮小すれば、

CASTLプログラムほかいくつかの高等教育関係のプログラムも継続されるとは限らないロ

ISSOTLも、これまで理論的支柱となってきた Shulman、Hutch国gs、Huberといった人た

ちがカーネギーを去れば、求心力を失うおそれがある。

IUBのRobinson氏も、全学の教育支援サービス組織である ISSからコミュニケーション・

文化学科に戻り、 CICディレクターから一般のファカルティ(上級講師)になった。

さらに、 UNC-TLTCは州の予算削減のために 2009年3月には解散されることが決まり、

Prochaska氏はノースカロライナ大学システムの準副総長(教務担当)にポジションを移した。

500人以上の参加者を集めていたTLTカンファレンスも、今年はヴアーチャルなスタイルで開

催されることになった。

このような劇的な変化が、 FD関連機関に特徴的なことなのか、それともアメリカの大学や

車副議では一般的なことなのかはよくわからない。現在の世界的な経済危機も、 TLTCの解散の

要因などをみれば無関係ではないだろう。

しかし、訪問後にこうした変化が生じたとはいえ、国際連携の紳が断たれたわけではない。

2009年 1月24・25日には、 Huber氏、飯吉氏、 Robinson氏、 Prochaska氏を招鳴して、 「日

本の FDの未来ーBuildingthe Core in Faculty Development in Japan-Jと題する国際シン

ポジウムを予定どおり開催することができた。その成果は、単行本として刊行される予定であ

る。

今回の訪問で得た知見は、今後、京大センターによる FD拠点形成の中でぜひ具体化してい

きたいと思う。そうすることが何よりも、今回の訪問の成果といえるだろうからである。

文献

松下佳代 (2008)r相互研修型FDとSoTLJ W京都大学高等教育叢書26 相互研修型FDの

組織化による教育改善2007-4年間の活動の成果と自己評価 Jl 209-223頁.

(松下佳代)
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Ⅴ－A－１. 付録１

資科1 訪問様聞と交流肉容

作成:酒井博之(撮影:河崎美保)

(注)肩書きはすべて訪問当時(敬称略)

1.カーネギー教育振興財団 (5/22・23)

• CASτZプログラムについて

Pat Hutchings (Vice President) Mary T. Huber (Senior Scholar) 

.SPECC、CID、Questについて

Rose Asera (Senior Scholar) Chery 1 Richardson (Research Scholar) 

'KMLの活動について

Olgaτ'rusova (Program Associate) Peter Spangler (Program Associate) C. 

Richardson 

.ランチ

M.T. Huber R. Asera 

C. Richardson O. Trusova P. Spangler E皿ilyCrawford (Administrative Assistant) 

.総括

※飯吉透 (SeniorScholar & KML Director) :全セッシヨン参加

Mary Taylorトiuber

飯吉透

C. Richardson R. Asera P. Spangler O.τ'rusova 
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Ⅴ－A－１. 付録１

2.インディアナ太学フルーミントン枝 (5/26) 

• Jennifer M. Robinson (Director， Campus Instructional Consulting) 

次期ISSOTL会長

• Raymond Smith (Associa旬 ViceCh阻 cellorfor Acade皿icA血 irs& Executive Director of 

Instructional Support Services) @Franklin Hall 004 

. Karen Hanson (Provost & Executive Vice President) @Bryan 100 

J. Robinson R. Smith 

3.ノースカロライナ大学チャペルヒル枝 (5/28) 

・ディスカツシヨン (TLTCスタッフ)

K.Hanson 

Frank Prochaska (Executive Director)・HilarieNickerson (Program Coordinator) 

Laura Rogers (Program Coordinator)・FaithDabney (Project & Communication 

Manager) 

-ランチ (TLTCスタッフ+TLTCBoard) 

Ray Purdom (Director， U niversity τ'eaching and Learning Center， UNC Greensboro) 

Kathy Kyzer (Senior Manager for Academic Outreach， UNC Chapel Hill) 

SaIlie 1 ves {Associa旬 Professor，Department of Geography & Earth Sciences， UNC 

Charlotte (representing the UNC Faculty Assembly)) 

Carolyn Argentati {Ass田 ia旬 ViceProvost & Deputy Director of Libraries， North 

Carolina State University (representing the UNC University Libraries Advisory 

CounciJ)) 

Jim Sadler {Associate Vice President for Academic Planning， UNC General 

Administration (representing the UNC Division of Academic A血 irs))

-ディスカッション (TLTCスタッフ+TLTCBoard) 

・ビデオ・カンファレンス (TLTCスタップ+TLTCBoard +迫力日)

Dr. Anna T. McFaddenωirectοr， Coulter Faculty Center for Excellence in Teaching 

and Learning & Professor， EducationaI Leadership and Foundations， Western 

C田'OlinaUnive四 ity(WCU)) 

Dr. Sco悦 Si皿kins(Director， Acade皿yfor Teaching and Learning and Associate 
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Ⅴ－A－１. 付録１

Profe闘 orofE∞nomics，North Carolina A&T 8tate University} 

John Myers Unstructional Technology 8pecialist， Center for Teaching and Learning， 

University of North Carolina at Asheville佃NCA)}

Leah Kraus (Associate Vice Chancellor， Infurmation Technology 8ystems Division， 

University ofNorth Carolina Wilmington) 

• Closing Discussion 

TLTC staff. F. Dabney F. Prochaska L. Rogers H. Nickerson 

R.Purdom C. Argentati K. Kyzer 8. Ives 

J.8adler Video Conference (8. 8i皿kins)
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2. r普通名嗣』となったSOTL

今回の訪問調査の意図は、相互研修型FDの理念と実践について、合衆国の実態を把握しつ

つ連携の可能性を探ることにあった。この意図は、ほぼ果たされた。

この訪問旅行で私たちが出会ったのは、カーネギー財団の研究所の SOTLからの撤退とノー

スカロライナ大学に見られるような SOTLの日常化との聞で、 SOTLの理念が(カーネギー財

団の名前と結びついた) r固有名詞」から「普通名詞』に転換しつつあるという状況であった。

この唐突な変化との出会いにはいささか驚かされたが、ゆっくりと時間をおいて考えれば、こ

の変化にも大きな意味があるものと恩われてきた。

今回の訪問では、カーネギーの研究所と合衆国の大学教育の現場が SOTLの理念をどのよう

な受け取り方をしているのかが、かなりあらわに示された。カーネギーの研究所は、この理念

の扱い方について、たとえば PODの理念との自己差別化を意図的に図りつつも柔軟なところ

がある。この理念の受け取り方については、インディアナ大学の三人の執行部が、典型的な三

つの反応を示していた。時間をとって話していただいた副学長は、執行部が SOTLにサポーテ

ィブである場合の理由を示されたし、その前に話し合った教育センターのセンター長は、 SOTL

への伝統的な教授団のありうべき典型的な反応の仕方を示してくれた。これにたいして、ノー

スカロライナ大学は、巨大な分散したキャンパスの統合や近隣大学との連携を、まさに白分た

ちの切実な理由から、積極的に進めていた。このきわめて実践的な現場の日常では、 SOTLで

も PODでもつかえるものはなんでも使ってしまうという「プラテイカルな」姿勢が優位であ

り、これはこれで、十分に理解できた。

「相互研修型 FDJであれ SOTLであれ、ともかくも理念の問題は、状況の問題と切りはな

しえない。当然のことながら、戦略的に理念を堅持する必要のある状況とそうでない状況があ

る。さらに、互いに存在状況を異にする実践共同体どうしが全面的に連携できるはずもない。

SOTLの理念に対して、合衆国の教授団や現場が、はっきりと争ったり、部分的な無視を前提

に受容したりしているのは、当然のやり方である。むしろ、二つの組織の問では、双方が個性

的な差異をもちながら基本的に許容できるところがあるからこそ、連携が可能となるはずであ

る。相互研修型 FDを理念とする私たちにとっては、く普通名詞化し日常化した SOTL>は、

まさにそのような連携相手である。もう少し立ち入って言えば、今日の高等教育改革の組織化

問題が世界中どこでもほぼ同型である以上、相互研修型FDという理念と連携をとることので

きる組織は、世界にはまだまだたくさん存在しているはずである。

ともあれ、 SOTLの理念が語られなければならなかった合衆国の状況は、私たちの状況と深

部で共通する部分が実に多くある。このことが、 SOTLの代表者たちを招いて 2009年 1月に

開催した国際会議シンポジウム「日本の FDの未来」で確認された論点の一つである。

この訪問旅行を積極的に受け入れていただき生産的な議論の機会を与えていただいたカー

ネギー財団研究所、インディアナ大学、ノースカロライナ大学の関係者の方々、さらに、この

訪問旅行を下支えしてくれたセンターの若いスタップたちに、ここで深い感謝の意を記してお

きたい。

(田中毎実)
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3. FDネットワーク形成の理念と方法-SPECCプログラムを中心にー

3-1.はじめに

京都大学高等教育研究開発推進センターは、文部科学省より大型の助成金を得て、 2008年

度から 5年計画で、特別教育研究プロジェクト「大学教員教育研修のためのモデル拠点形成」

を実施している (2009年度以降は「大学教員教育研修のための相互研修型FD拠点形成」と

改称して継続)。このプロジェクトの一環として行った 2008年 5月のアメリカ訪問は、複数

の目的をもっていた (VAl参照)ロなかでも、最大の目的は、学内・地域・全国・国際とい

う4つのレベルでの FDネットワークとその拠点の形成のための理念と方法について示唆を得

ることにあった。

今回の訪問先は、①カーネギー教育振興財団、知識メディア研究所 (KML)、②インディア

ナ大学ブルーミントン校 (IUB)、③ノースカロライナ大学チャベルヒル校 (UNC)であった

が、私たちのセンターは、この 3つの機関のいずれとも類似性をもちつつ、いずれとも具な

っている。

FDネットワークの拠点機能という点でいえば、それぞれに次のような重なりがある。

・学内拠点:IUB.ISS (Instructional Support Services) 

・地域拠点・ UNC.TLTC(Teaching and Learning with Technology Collaborative) 

・全国拠点.カーネギー、 IUB

-国際拠点・ IUB(ISSOTL) 

だが、 5年間のプロジェクトの中で私たちがめざしているのは、 IUB.ISSやUNC.TLTCと

同じく一大学におかれたユニットでありながら、 4つのレベルのすべてにおいて FDネットワ

ークを形成し、その拠点となることである。このことは、訪問した 3機関のどこにもない特

徴といえる。

しかも、私たちのセンターは、単なるサーピス機関ではなく、多くのファカルティを抱えた

研究機関でもある。この点でも、サービスに重きを置く IUB.ISSや UNC.TLTCと、研究に

主眼があるカーネギーの両方の性格を求められることになる。

こうした課題は一大学のユニットが担うにはあまりに大きな課題だが、この 5年間で私た

ちはその可能性を追求しようとしている。

本稿の目的は、今回の訪問の成果を、 FDネットワーク形成の理念と方法という点から論じ

ることにある。ただし、「テクノロジー活用による FDネットワーク形成」については、酒井

論文にゆずることとする。したがって、テクノロジーによる FDネットワーク形成を支援して

いるカーネギーの KMLとUNC.TLTCの活動は、本稿の主たる検討対象には含まれていない

3-2. FDの抱える課題へのレスポンス

(a) Building the Core in Faculty Development 

今回の訪問に際しては、カーネギーの上級研究員でK阻 4所長でもあった飯吉透氏のアドバ

イスにそって、松下が日本の FDの状況およびセンターの拠点形成の概要と課題について、酒
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井准教授がセンターのオンライン FDの概要と課題についてそれぞれ発表を行い、訪問先の人

々からサジェスチョンを受けられるように、スケジュールを組んだ (V-A-1参照)。

私の発表は、“Buildingthe Core in Faculty Develop皿.ent"と題するものであった(資料 1

参照)。発表内容は、以下の 4つの部分からなる。

く1>センターについて(歴史、組織体制、フレームワーク)

<2>背最・日本における FD(FDの導入、 FDの制度化、大学教員の雇用と評価、“FD"

のイメージ、 FDの必要性、現在の試み)

く3>私たちのプロジェクトについて(概要、 5つのセクション、学内拠点形成、地域拠点

形成、全国拠点形成、国際拠点形成)

<4>残された課題

く1>~く3>の概略を記せば次のようになる。

私たちのセンターは、 1994年の設立以来、「相互研修型 FD(Mutual Faculty 

Development) Jをフレームワークとして FD活動を続けてきた。私たちが「相E性

(皿utuality)Jを重視するのは、専門家から素人への一方向的な啓蒙というモデルが本来の FD

にはなじまないからである。大学教員は個々の固有なコンテクスト(学問分野、大学のタイプ

など)に埋め込まれている。その中で営まれる実践を観察し、自分のコンテクストへと省察的

に転換すること (transform田島ctively) によってこそ、本来の FDはなしうると私たちは

考えている。センターは現在、このような相互性の範囲を、教員と学生の相互性、個々の教員

聞の相互性から、組織間(大学問・部局間)の相互性へと広げつつある。

日本における facultydevelopmentは主にアメリカから輸入され、文部科学省主導で制度化

されてきた。しかし、日本の教員はその多くが終身雇用で、教育業績が評価されることもあま

りない。そのため、“FD"ωに対しては、義務的で役に立たないものというイメージを多くの

教員が抱いている。だが一方、日本の高等教育の質は決して高いとはいえず、教員のトレーニ

ングシステムも不十分であり、何らかの形での FDが必要であることは確かである。私たちの

FD活動の背後にある理念は、「相互性による FDJ r日常的な教授行為と FDの結合Jr教員間

・組織聞の協働 (collaboration)Jであり、それにもとづきながら、学内・地域・全国・国際

という 4つのレベルにおける FDネットワークとその拠点の形成を行いつつある(プロジェク

トの詳細は省略)。

(1)アメリカでは“facultydevelopment"という言葉は使われるが、 FDという短縮形はほとんど見かけない。

なお、カーネギーでは、“伝cultydevelopment"よりも“professionaldevelopment"という言葉がよく使わ

れていた。この場合は、教員 (faculty)だけでなく、職員(.困問や管理職 (ad皿血Istra"白，，)も対象になる

し、大学以外の専門職に対しでも使われる。 10月に訪問したカナダでは、“facultydevelopment"より

“educat:ional development"を使おうとする動きがある (V-B-2参照)。また、イギリスやその影響の強い国

(オーストラリア、ニュージーランド)では、 facultyと.taffの両方を包含して“.taffdevelop皿ent"が使

われ、 facultyに限定する場合は、“academicstaff develop皿ent"や“academicdevelop皿ent"が使われる

ことが多い。
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く4>では、次の 3点を「残された課題」としてあげた。

①競争と協働をいかに調停するか? 学生数の減少により、一方で競争が激化している

なかで、大学問の協働はどうすれば可能になるのか。

②誰が FDを推進するのか? ファカルティ自身か、それともファカルティ・ディベロ

ッパーなのか。 FDを支えるにはどんな専門職が必要か。

③テニュア制度がないところで、何が教育改善への動機づけになりうるのか?一一教員の

教育業績評価がインセンティヴとして必要になるのだろうか。

(b) 3つの課題へのレスポンス

相互研修型 FDのフレームワークは、訪問したsつの機関のいずれにおいても、大きな共感

をもって迎えられた。もともと、類似した理念をもっているところを訪問先に選んだことを考

えればさほど意外ではないが、しかし、相互研修型 FDの考え方が国際的にも適用することを

確認できたことは嬉しい収穫であった。

また、最後にあげた 3つの課題に対しては、カーネギーにおいて、副理事長のパット・ハ

ッチングズ (PatHutchings) と上級研究員のメアリー・ヒューパー (M世 yT. Huber)から

レスポンスを得ることができた。以下では、実際の議論の進行にしたがって、課題の③、①、

②という順序でレスポンスの内容を整理しておこう。

く教育改善への勘樋づけ〉

多くの大学において、テニュア制度は、教員が教授・学習に時間を費やすのを妨げる方向に

働いてきた。つまり、テニュア制度は、むしろ教育改善の足かせになってきたのである。カー

ネギーが教育改善の理念としている SOTL(Scholarship of Teaching and Learning :教育と

学習の学識)叫は、教員評価やテニュア制度とは別のところから生じている。 SOTLは、大学

教員が自身の状況のなかで持つリアリティに根ざしており、自分の学問分野の教授・学習に対

する興味、日常的な教授行為 (everydayteaching)への関心を出発点にしている。つまり、

動機は内発的なものである。

とはいえ、そうした内発的な動機をサポートする仕組みも必要である。例えば、次のような

仕組みがありうる。

・全米レベルや学内レベルの助成金を与えること。シンプルな申請書と少額の助成金でかま

わない〈ヘ助成金を与えることは、彼らの教授・学習活動を価値あるものだと承認すると

いう意味をもっ。

-国際的な次元をもっ大きな運動の中に組み入れる機会を作ること。 ISSOTLはそのよう

な働きをはたしている。

・研究と教育の両方で評判の高い人叫を招鴨すること。

(2)SOTLについては、松下 (2008)で詳しく論じた。

(3)Ase阻 (2008)には、後述する SPECCプログラムでの申請書の記入事項が付録資料として掲載されている。

(4)カーネギーの人たちがよく引き合いに出すのは、カーノレ・ワイマン(CarlE. Wieman)である。ワイマン

は、 2001年のノーベノレ物理学賞受賞者であり、現在は、科学教育の草新に力を注いでいる(松下.2008)。
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く競争と協働の調停〉

競争は否定されるべきことではない。これまでの facultydevelopmentは、欠陥モデル

(de直.citmodell、つまり、教育能力の劣る血cultyをワークショップやコンサルティングを

通じて developするというやり方をとってきた。しかし、それはかえって facultydevelopment 

にマイナス・イメージをもたらすことになった。欠陥モデルではなく、むしろ、教員のよさ

(strength)を承認しそれを発展させるようにすべきだロそのために、プエローシップ・プロ

グラムや助成金などの制度を設けて競わせることは、協働と決して対立するものではない。

協働によってコミュニティを形成するために最も重要なことは、教員が共通して関心をもっ

トピックを取り上げることである。それは、学生の学習に関する問題にほかならない。

くFDの推進主体〉

faculty developmentを行うのは同僚関係にある教員団自身だが、その中からリーダーを育

てることが重要である。例えば、カーネギーには以前、 CarnegieScholarsというプログラム

(教育ですぐれた業績をあげている各学問分野の大学教員をカーネギーに 1年間在留させて

教育のプロジェクトに従事させるプログラム)があったが、カーネギー・スカラーたちは、そ

の後、教員コミュニティの中核的存在になっている。アメリカには、 facultydevelperと呼ば

れる専門職の人たちがいるが、もし、 facultydevelperが、ファカルティをトレーニングする

という考えから離れて、ファカルティをサポートし、ファカルティとともに仕事をし、ファカ

ルティの中にリーダーを育てる存在として自らをみなすようになれば、それは重要な変化とな

るだろう。

以上が、私のあげた「残された課題」に対するハッチングズとヒューパーからのレスポンス

の概要である。このなかで最も意外だったのは、課題③に対するレスポンスの中の「テニュア

制度は、むしろ教育改善の足かせになってきた」という発言である。これと同じ意見は、 IUB

でも UNCでも耳にした。テニュア制度における昇進審査では、今でもやはり研究業績が重視

されておりへそのために教育改善への努力が妨げられているというのが、事実のようだ。わ

が国でも、教員任期制が少しずつ導入されつつあるが、そうすると同じような事態がもたらさ

れるおそれがある。

さて、 FDが抱える課題に対するこれらのレスポンスは、カーネギーが行ってきたさまざま

なプログラムでの経験に根ざしている。以下では、カーネギーのプログラムの中身をみながら、

そこに具体化された FDコミュニティ形成の方法について検討していこう。

3-3. FDコミュニティ形成の方法

(a)カーネギーのプログラムの構成

(5) Boyer (1990)は、「大学は、公的方針ではテニュア審査は研究・教育・サービスの業績に依拠するとして

いるにもかわらず、実際は研究業績にのみ依存している」と批判していたが、その状況は現在も大きくは変化し

ていないということだろう。
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5月訪問時に私たちが説明を聞いたカーネギーのプログラムは CASTL、CID、Quest、そ

して SPECCである。カーネギーでは、 K-12レベル(幼稚園・初等・中等教育)から、学士

課程教育、大学院・専門職教育まで多彩なプログラムが企画・実施されている(6)。これら 4つ

は、私たちのプロジェクトに参考になりそうなものとして、プログラム・スタッフとの面談を

飯吉氏がアレンジしてくださったものである。

CASTL (Carnegie Academy for the Scholarship of Teaching and Learning)は、 1998年

に開始された、カーネギーの中心的なプログラムである。 2008年8月まで理事長をつとめた

リー・シュルマン(LeeS_ Shulman)は、その前の理事長アーネスト・ボイヤー (EamestL_ 

Boyer)の提案した SOT(Scholarship of Teaching :教育の学識)という概念を発展させて

SOTLという概念を創りだした。その SOTLを大学教育の現場において具体化し発展させる

ためのプログラムが CASTLである。 1998年に開始され、形を変えながら現在にいたってい

る。以前は、教員個人を対象にした CamegieScholars (前述)と大学を対象にした Campus

Program (各大学における SOTL活動を支援する)に分かれていたが、 2007年に、前者は廃

止され、後者が、 InstitutionalLeadership Program (機関リーダーシッププログラム)と

Affilia旬sProgram (加盟校プログラム)の 2つに改編された。インディアナ大学は、この機

関リーダーシッププログラムを主宰するコーディネート機関の一つである(松下， 2008参照)。

CID (Carnegie lnitiative on the Doctorate)は、博士号を授与する専攻がその教育プログ

ラムを再構築することを支援する、 5年間のプロジェクトである。現在、 6分野(化学、教育、

英語、歴史、数学、神経科学)、それぞれ 11~ 16機関が参加している。このプログラムには、

博士課程のうちから SOTLの考え方にふれさせておこうという意図もあるという。

Questは、 K-12の教育実践と教員養成のためのプロジェクトである。 K-12の教師たちが、

マルチメディアを使って自らの教育実践の多様な表現(ビデオ、教材、生徒の作品、教員・生

徒のコメントなど)を Webサイトに報告すること、教員養成課程の大学教員が、それを使い

ながら理論と実践を結びつけるこの分野独自の教授法 (signaturepedagogy)を探索しデザ

インしていくことを、このプログラムは支援している。

最後の SPECCについては、次項で詳しく紹介する。

こうしたカーネギーのプログラムは多様でありながら、そこには、共通の構造が存在する。

<1>問題と目的 各プログラムは、 SOTLを共通の理念としながら、それぞれに固有の

解決すべき問題と目的をもっている。

く2>プログラム・スタッフ 各プログラムには、カーネギーのスタップが複数関与して

いる。スタッフの職階は、理事長、副理事長、上級研究員、顧問研究員(ConsultingScholar)、

プログラム助手 (Progra血Associate)、事務補佐員 (AdministrativeAssistant)など多

様である。そのうち 1名がプログラム・ディレクターをつとめる。

く3>参加者(参加組織) 各プログラムには、複数の教員あるいは組織が参加している。

組織の単位は、 department(学科・専攻)、 campus(大学、例:インディアナ大学プル

(6)プログラムについての情報は、カーネギーのWebベージ (h枕;p:llwww.carnegiefoundation.orgプprogra皿d

index.asp)から得ることができる。
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ーミントン校)、 institution(大学または大学システム、例.インディアナ大学)などに

わたっている。参加組織は大学種別、学問分野、テーマなど何らかの共通点をもつよう組

まれていることが多い。

<4>助成金・プログラムの中には参加者に助成金が授与されるものがあるが、カーネギー

教育振興財団は助成財団(grantingfoundation)ではなく事業財団(operatingfoundation) 

なので、参加者に対して自らの財源で助成を行っているわけではない。助成財団とパート

ナーシップを組み、助成財団からカーネギーが得た助成金を、再授与する (regrant) と

いう形をとっている。

く5>リソースとツーノレ 各プログラムの Webサイトにはプログラムを実施していく上で

必要なリソース(文献、関連プログラムなど)がふんだんに紹介され、参加者がそれらを

利用しやすいよう準備されている。また、参加者は、 KMLの開発したオープンソース・

ツールKEEPToolkit (Knowledge Exchange Exhibition and Presentation T∞lkit) を

使って、 Snapshotsと呼ばれる教授・学習実践の簡潔な記録(授業ピデオ、学生の作品、

教員や学生のインタピュー・コメントなどを含む)を作成し、オンラインで共有できる(飯

吉， 2009; V-A-4参照)。こうして生み出された成果がまた新たなリソースとなるのである。

<6>コミュニティーープログラムを協働で行うコミュニティの形成は、オンラインと

fa田-to-face両方のインタラクションを通して進められる。

まず、オンラインでは、上に述べたようなテクノロジーを使って、 3段階の異なる環境に

よってコミュニティ形成が支援される(飯吉， 2009)。

• Carnegie Workspa田:進行中のプロジェクトを共有しピア・レビューするための

「勝化的空間」。プロジェクト・メンパーのみ閲覧可。

• Gallery of Teaching and Learning :ピア・レビューを経て洗練された事例のギャラ

リー。主にプロジェクト・メンパーによって制作されているが、誰でも閲覧可(http://

gallery_carnegiefoundation_org)。

• Teaching and Learning Commons :コミュニティの境界をこえて、世界中の教育者

たちが、教育実践やアイデアを交流し議論するためのオープン・フォーラム(.h並正E
co血血ons_carnegiefoundation_org)。

カーネギーでは、このようにオンライン環境が整えられているが、同時に face-ω-fa田の

インタラクションも重視されている。プログラム参加者はふつう年に 1回カーネギーに

集まって、お互いのプロジェクトのプロセスや成果を交流し共有する。また、カーネギー

のプログラム・スタップによる参加組織の訪問も行われるへ

(b) FDコミュニティ形成の例-SPECCプログラム

① SPECCプログラムについて

以下では、一つのプログラムを事例として取り上げることで、 FDコミュニティ形成の方法

(7)このようなやり方は、カーネギーの多様なプログラムを展開するなかで築き上げられてきたものであり、

ローズ・アセラはこれを“s唱natureCa皿 egieapproaches"と表現していた。



－ 310 － － 311 －

をより詳しくみていくことにしよう。訪問前に、私が最も注目していたのは CASTLプログラ

ムだった(松下， 2008)。複数の機関(大学)が、一つのコーディネート機関を中心にクラス

ターを作り、共通のテーマについて協働で取り組むというやり方は、地域レベルでのネットワ

ーク・拠点形成に示唆を与えてくれるのではないかと考えていたからである。だが、 CASTL

におけるネットワーク・拠点形成の方法論については、カーネギーでも IUBでもあまり具体

的な情報を得ることができなかった。

今回の訪問を通じて、 CASTL以上に興味をひかれたのが SPECCである。現サイクルの

CASTLがまだ進行中であるのに対し、 SPECCはすでにプロジェクトが終了し、報告書もま

とめられているので曲、全体を概観しやすいということもある。

SPECC (Strenghening Pre-Collegiate Education in Community Colleges)は、コミュニ

ティ・カレッジにおける大学前教育 (p四ー∞llegiateeducation)を強化することをく目的>

としたプログラムである。コミュニティ・カレッジには、職業訓練を行うコースとともに、 4

年制大学への編入学コースもある。だが、学生の大半が、編入学の条件となる数学や英語の基

礎的技能を身につけられずコミュニティ・カレッジを去っていく。学生はどこでつまずいてい

るのか、教員は彼らをどう援助できるか。それが SPECCプログラムで設定された中心的な<問

題>であった。

カーネギーからは、上級研究員のローズ・アセラ (RoseAsera)、メアリー・ヒューパーは

じめ 10名がくプログラム・スタッフ>として関わり、アセラがプログラム・ディレクターを

つとめているへ

SPECCのく参加組織>は、カリフオルニア州(叫の全 109校のコミュニティ・カレッジのう

ち、このプログラムに応募した 20校の中から選ばれた 11校である。カーネギーのプログラ

ムでは「協働」が重視されているが、私のあげた課題に対するヒューパーとハッチングズのレ

スポンスにみられたように、ここには、協働だけでなく「競争」のファクターも働いているこ

とがわかる。地域を限定したプログラムは、カーネギーでは他にあまりみられない特徴であり、

参加校の多様性は関西地区FD連絡協議会の会員校ほどではないものの、地域レベルの FDネ

ットワーク形成の事例とみることができょう。

SPECCは、 2005-2008年の4年間にわたって実施され、この問、参加各校には、年約 10

万ドルのく助成金>が授与された。これは、ウィリアム&フローラ・ヒューレット財団からの

助成金をカーネギーが再授与するという形をとっている(Asera，2009， p_26)。

(S)SPECCプログラムの報告書は7冊のパンフレットとして刊行されており、すべてカーネギーのWebサイ

トからダウンロードできる (http://www.carnegiefoundation.or帥rogramsl面白x.a8p?key=26)。

(9)ローズ・アセラは、応用的な質的研究、およびアクセスと平等を重視する評価研究において豊富な経験を

もっ研究者である。

(10)カリフォルニア州は、人口約 4300万、面積約41万k血 2に遣するアメリカ合衆国最大規模の州であり、

関西地区 (2府4県)と比べて人口は約1.6倍、面積は約 15倍(日本全土の1.1倍)にもなる。これだけの

広大さを念頭におけば、コミュニティ形成において、オンラインでのインタラクションがいかに重要性をもっか

が推測できる。
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カーネギーの SPECCのWebサイトには、くリソース>として、関連プログラムや参考文

献のリストが掲載されており、そこからリンクをたどって情報を収集できるようになっている。

また、 SPECCのプロジェクト・メンバーは、 KEEPToolkitを<ツール>として使って多く

のSnapshotsを作成している。 Galleryof Teaching and Learningのサイトには“Windows

on Learning"と題する SPECC専用のベージがあり、アクセスをより容易にしている。

② SPECCにおける FDコミュニティ形成

では、 SPECCにおける FDコミュニティ形成は実際、どのようにして行われ、そこにはど

んな特徴がみられるのだろうか。

本稿では、これまで fFDコミュニティ」という言葉を使ってきたが、これはカーネギーで

用いられている表現ではない。 fFDコミュニティ」に関連する表現として、 SPECCでは、 FIG

(Faculty Inquiry Group ・ファカルティによる探究グループ)という新しい概念が提案され

ている。 FIGとは、『ファカルティによる探究」をともに行うグループのことである。では、

「プァカルティによる探究」とは何なのか。 SPECCのガイドラインでは次のように説明され

ているロ

ファカルティによる探究とは、専門的発達(professionaldevelopment)のー形態であり、

教員はそのなかで学生の学習に関する諸問題を同定し、研究するようになっていく。探究

のプロセスは、学生の学習のエピデンス(根拠資料)から情報を得ながら、協働的な揚の

中で継続されていく。このプロセスから得られた知見は、新たなカリキュラム、新たな評

価、新たな教授法という形をとって教室へと還流し、翻ってそれがさらなる探究の対象に

なるのである。 (TheCarnegie Foundation for the Advan田 血entof Teaching， 2008a， p. 1) 

このように、 FIGでは、「探究の力 (powerof inquiry) Jと「コミュニティの力 (powerof 

community) Jが強調されており、また、教員の専門的発達、教育改善、そして研究が結びつ

けられている。そこには、「再定義された FD(四de宣nedfaculty development) J (Asera， 2008， 

p.16)の具体的な姿をみてとることができる。

では、誰が FDコミュニティのメンバーなのか。そして、そのコミュニティを誰が、どのよ

うに組織しているのだろうか。

図 1は、 SPECCでの FDコミュニティを表したものである〈叫。

カーネギー側からは、プログラム・スタップが参加する。一方、コミュニティ・カレッジ側

では、数学と英語の教員が中心になって複数の探究グループ (FIGs)を構成する。さらに、

ファカルティの中からプロジェクト・コーディネーターの役割をつとめる人が選ばれ(通常2

名)、プロジェクト運営のリーダーシップをとる。年に一度、各コミュニティ・カレッジから、

プロジェクト・コーディネーター 2名とファカルティ 2名がカーネギーに集い、互いの仕事

を見せあい学びあう。一方、カーネギーのプログラム・スタップも、キャンパスを訪れ、プロ

ジェクト・コーディネーターや探究グループのファカルティとの情報交換やアドバイスを行

(11)図1は、 Asera(2008)および訪問時のインタピューをもとに作成した。
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う。カーネギーのチームはまた、

直接プロジェクトを実施してい

る人たちだけでなく、アドミニ

ストレーダー(学長や学科長な

ど)やInstitutionalResearcher 

叫とも面会する。彼らの支持が

なければプロジェクトの成功は

おぼつかないからである。

オンラインでは、 Carnegie

Workspaaにおいて、公開はで

きないがプロジェクトを進める

上では重要な情報(固有名や失

敗例など)を含むプロジェクト

コ呈ニ1.='ティ・カレッジ

園1 SPECCにおけるFDコミュニティ

のプロセスが、プロジェクト・メンバー内部で共有され、 Galleryof Teaching and Learning 

のSPECCのベージ(“Windowson Lear凶ng")において、公開できるまでに洗練されたプ

ロジェクトの成果が具体的なエピデンスとともに報告される。それは、ピア・レビューを受け

て、「コミュニティの所有物 (communityproperty) J叫になるのである。

私の報告に対するハッチングズとヒューパーのレスポンスの中で、彼らは「リーダーを育て

ることの重要性」を繰り返し口にしたが、 SPECCでは、プァカルティの中から選ばれたプロ

ジェクト・コーディネーターが、キャンパスでのリーダーにあたる。彼らは、「率直な意見交換

を促し、エピデンスの重要性に対する認識を高め、共有された目標に向けてグループをたえず

進ませることのできるグループリーダーJ(The Carnegie Foundation for the Advancement 

of Teaching， 2008a， p. 4)である。つまり、彼らは FDを推進する中核的な存在といえる。

ここで、コミュニティと TeachingCommonsの関係について述べておこう。 2009年 1月

にセンターが主催した国際シンポジウムにおいて、 SPECCのプログラム・スタッフでもあっ

たメアリー・ヒューパーは、「高等教育における TeachingCommonsの構築」と題する基調

講演を行ったが、彼女はそのなかで、 TeachingCo盟国O田を図 2のような図式で表した

(Huber， 2009， p. 40) 0 Teaching Commonsとは、「教育の研究と改革に取り組む教育者た

ちの多様なコミュニティが、日々変化する個人的・職業的・市民的な生活に向けて学生たちを

成長させていくために、教授と学習にかかわるアイデアを交換し利用しあう概念空間J(p. 35) 

のことである。この空間は、オンラインでは、カーネギー K阻 4のWebサイト Teachingand 

(12) Institutional Research (IR)とは、大学に関わる種々のデータを収集・分析・報告・保管する仕事であ

る。アメリカのたいていの大学には、四を行う専門のスタッフである Ins批utionalResearcherが存在する。

(13) Sh叫血岨(1999，p.15)は、学識 (scholarship)の特徴として、それがコミュニテイの所有物になること

をあげ、そのためには少なくとも、 (7)公表される(hecomepublic)、(イ)コミュニティのメンパーによる批評

と評価の対象になる、。)コミュニテイのメンバーがそれを使い、それに基づき、それを発展させることができ

る、という 3つの属性をもたねばならないとしている(松下， 2008)。
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Learning Co皿皿.ons(http:// 

C咽血血ons.carnegiefoundation.org)

で具体化されている。

図2で注目したいのは、 Teaching

Com血.onsの中には、 CASTL

Colleguesのようなカーネギーの

SOTLの理念を共有している人々の

他に、 InstitutioanlResearchのよ

うな必ずしも同じ理念を共有してい

ない人々も含まれているということ

である。つまり、 TeachingCommons 

とは、 SOTLのFDコミュニティの

境界をこえて、さまざまな理念をも

つ人々が教授と学習というテーマで

Physlcs 

14弘(

園2 T eaching Commonsの概念図

(出典，)Hub.r(2∞9). 0.40 

CASTL 
Colleagu88 

交流しあう場なのである。このことをふまえれば、カーネギーのプログラム・スタッフが、キ

ャンパスを訪問した際に行おうとしているのは、 FDコミュニティとさらにそれを含む

Teaching Commonsの構築だということができょう。

本稿でいう fFDネットワーク」は、 FIGのような緊密な FDコミュニティから Teaching

Co盟国O田のようなゆるやかな交流の場までを含む総称である。

③アクション・リサーチ

SPECCは、またアクション・リサーチという視点からみても興味深い。実際、カーネギー

のWebサイトでは、“multi'siteaction・目searchproject"として紹介されている。

ここでは、 2つの階層でアクション・リサーチが行われている左みると左ができる。一つは、

それぞれのキャンパスでのファカルティによるアクション・リサーチである。各キャンパスの

FIGは、自らが収集したエピデンスや、 IR担当者(InstitutionalResearcher)から得たデー

タをもとに、学生の学習について分析し、カリキュラム・教授法・評価を革新し、さらにそれ

が学生の学習にもたらした効果や意味を検討する。

もう一つは、そうしたファカルティによる探究(アクション・リサーチ)を支援し、その効

果や意味を検討する、カーネギーのスタップによるアクション・リサーチである。カーネギー

のスタッフは、助成金を配分し、コミュニティ形成を促し、新たな概念 (SOTL、Faculty

Inquiry、TeachingCo皿 monsなど)をもたらし、リソース・ツール・交流の場を提供する。

そうした支援こそが彼らのアクション・リサーチの対象であり、その成果は、 Huber(2008) 

やAsera(2008) などに結実している。そこには、 fFD評価」という点からみても参考にな

る知見や方法が多く見出せる。

冒頭に述べたように、私たちのセンターは、単なるサーピス機関ではなく、研究機関でもあ

る。現在の大型プロジェクトにおいて、 FDネットワーク形成を進めながら、そのなかでどう

アクション・リサーチを行っていくか。それに対する示唆を、 SPECCは与えてくれる。
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3-4.むすびにかえて

以上では、カーネギーの SPECCプログラムを中心に、 FDネットワーク形成の理念と方法

について論じてきた。 IUB(インディアナ大学ブルーミントン校)についてはまったく検討す

ることができなかったが、本稿を終える前に簡単にふれておきたい。

今回の訪問で IUBを訪問機関に入れたのは、 IUBがSOTL拠点校として知られているから

であった。私の中には、カーネギーが SOTLの理論的検討を行い、 IUBがその実践を担うと

いうイメージがあった。しかし、現実はそうではなかった。カーネギーのスタッフはいずれも

SOTLという理念を共有しており、そのもとで、彼らの理論的・実践的研究を行っている。一

方、 IUBは、確かに SOTL拠点校なのだが、彼らの行う教育支援には SOTLとは異なる理念

の下に行われているものも少なくなく、 SOTLは教育支援の一つにすぎなかった。カーネギー

とIUBの対比を表現するのにふさわしい言葉は、<研究実践>よりはむしろく純化混在〉

である。

ジェニファー・ロピンソン (JenniferM. Robi田 on)は、 SOTLの国際組織である ISSOTL

の協議会の議長 (ISSOTLBoard Cha廿)であり、次期会長にも選出されている。が、 IUB

においては、教育支援サーピス組織である ISSの中の 1ユニット CIC(Campus Instructional 

Consulting)のディレクターというポジションだった(当時)。彼女の直接のボスである ISS

の統括ディレクタ一、レイモンド・スミス (RaymondSmith)は、私たちのインタビューに

対して、関口一番、 rScholarshipof Teaching and Learningだけが我々の重要な活動

(皿itiative)だと思うのは誤りです」と語った。端的にいって、彼は SOTLを好んではいなか

った。その理由をまとめるとこうなる一一一IUBの教員は研究をすることには慣れている。し

かし、多くの教員は、社会科学者ではない。彼らに SOTLを求めること、教授・学習を研究

せよということは、彼らに社会科学者であれと要求しているようなものだ。自らの教育成果を

出版することで業績化しようというのは、“sneaky"なやり方だ一一。

IUBでは、 1998年に SOTLの活動を開始し、 IUBの教員が、 SOTL関連の論考(雑誌論

文や単行本など)のアーカイヴを作成したり、自らの教授・学習活動の成果を出版するための

援助を行ったりしてきた(松下.2008)。スミスの言葉は、 SOTLにみられるこうした教育活

動の研究化、出版による教育業績化への嫌悪感のあらわれといえるだろう。

とはいうものの、スミスは、 SOTLにみられる「同僚モデル」を批判して、 POD流の「専

門家モデル」に帰れと主張していたのではない〈へ彼は SOTLを批判する一方で、次のよう

にも語った。「我々は、 FDという言葉をあまり使いません。というのは、 fac叫tyは外から

developされることを好まないからですJrファカルティ・メンバー以上に、ファカルティを

うまく教えられる人はいません」。このように、彼は、出版活動を重視する狭義の SOTLは批

(14) r同僚モデノレ」と「専門家モデル」の違いについては、松下 (2008)で論じた。 POD(Prof回sionaland 

Organizational Development Network皿 E五gherEducationlは、アメリカの代表的なFDネットワーク組織

であり、ファカルティ・ディベロッパーが多く参加している。今回の訪問でも、カーネギーの理論や実践が POD

流の FDへのオノレターナティグを意識していることが確認できた。
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判するが、 SOTLの同僚モデルはむしろ支持していた。

もう一度、 SPECCに目を向けると、 SPECCにおいては、教員による探究は重視するもの

の、その探究の成果を論文や単行本として出版することは期待されていなかった。探究のプロ

セスや成果は、 Snapshots(授業ピデオ、学生の作品などを含む)やポスタ一発表のような、

シンプルで、視覚的・聴覚的に生き生きとした、より直接的な表現によって交流され共有され

ることになっていた。こうしてみると、スミスの SOTLへの批判は、 SPECCには必ずしもあ

てはまらないといってよいだろう。

以上のことは、相互研修型FDにおいて同僚モデルにもとづく FDネットワーク形成を考え

る上での一つのポイントを照らし出している。さまざまな学問分野を出自とする教員たちが、

相互の教育実践を、より直接的、具体的に、より簡潔に表現し交流し共有できるような形をさ

ぐること。それは、 FDネットワーク形成における重要な課題である。
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in Faculty Development 
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1. Aboutthe臼 nter

1.2 Organization 

••• •••• ••••• •••• ••••• •••• ...・• 

••• •••• ••••• •••• ••••• •••• ・・~.• • 
s 

jjii・
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1.1 History 

1田 4官官， R園田町h白脚rf町H砂町田U国首田 (RCHE)
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jjii・
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jjii・
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lfL 

1.3 Framework 

• Mutual Fa佃町D割 elopn睡眠
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lfL 
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Building the Core 

in Faculty Development 

Kayo MA1SUSHITA, Ph.D. 
The Center for the Promotion of Excellence in 

Higher Education, Kyoto University 

1. About the Center 

1.2 Organization 

••• •••• ••••• •••• ••••• •••• •• • • 

••• •••• ••••• •••• ••••• •••• •• • • • 

... •••• 
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::::. 
•••• ... .. 

• Division 1. Higher Education Research & Development 
- Teaming Methods 
- a.JrTiculum 
- Assessment and Evaluation 

• Division 2. Core Curriculum Design 

• Division 3. Information and Media SIlJdies Design 

5 

Table of Contents 

1 . About the Center 

2. Background: Faculty Development 
in Japan 

3. About Our Project 

4. Remaining Challenges 

1.1 History 

1994: The Research Center for Higher Education (ReHE) 
was established. 

... •••• :::: . 
•••• ... .. 

... •••• 

2 

::::. 
•••• ... .. 

2003: The RCHE was reorganized Into The Center for the 
Promotion of Excellence In Higher Education (CPEHE) • 

1.3 Framework 

• Mutual Faculty Development 
• Three forms of mutuality 

• between students and teacher in the classroom 
• between faOJIty members 
• between higher educat:lonallnstltutlons 

• 

... • ••• ::::. 
•••• .. . .. 

• 
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2.1 Introduction of 
FaωIty Development 

jjii・

.IIFO町田 Introducedideas and acovi甘目。f

向山Ityd凹 elopment

• Sina 1980s目 mainly骨曹司 US 
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• Why is mutuality important? ~!!!!. 
• one-way enlightenment from an expert to a novi . :. 

does not fit faQiIty development 
~ eadJ faaJlty ml!mbfr is I!mbl!ddl!id in her own 

educational context (e.g., discipline, Institution) 

• she am observe what and how to teadl from another 
faculty member and transform It Into her own 
educational context 

2. Background: 
Faculty Development in Japan 

••• •••• ••••• •••• ••••• •••• •• • • 

... •••• 

7 

• 

2.2 Institutionalization of 
Faculty Development 

::::. 

• Process of institutionalization 

•••• ... .. 
• 1990s : "Faculty Development (FD}R was Introduced and 

spread under the leadership of the Mlnlstty of Education. 

• 2004: National universities were incorporated. 
University Evaluation System started. 

*Fecully devdopment hDS become an object of unlvaslty 
evaluation. 

• 2006,2007: Faculty development was legislated at 
graduate level in 2006, and at undergraduate level in 2007. 

11 

. .. •••• :::: . 
• Based on this framework 

• our centEr aims to organize faQiIty development 

•••• .. . .. 
by Integrating and further developing educational 
Improvement programs and adMtles that have been 
implemented by the University, its faQiIties, or 
individual faculty members 

... •••• 

8 

2.1 Introduction of :::: . 
Faculty Development 

• "FD": Introduced ideas and activities of 
faculty development 
• Sin", 1980s: mainly frnm US 

• syllabus, course evaluation by students 
• FD seminar, workshop 

• Recently: also from UK 

•••• ... .. 

• PGOiE (Postgraduate Certifiart:e in Higher Education) 

• Legislation 

10 

.. . •••• ::::. 
• ••• ... .. 

• RUniversity should conduct organizational training and 
investigation to improve its teadling content and 
methods.- [Clause 25, ArtIcle 3 of The Standards for the 
Establishment of Universities] 

12 
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2.5 Demand for Faculty Development jjii・
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• Our id田 S
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3.1 Outline jjii・
• Building the co問 inFaculty D町 elopment

• durl回。n:20圃-2012 

• funding: a伽e明姐rgrant旬也l同 5mllllon由lIars(U時)
相官theMln陥同otEdu田tlon

• g岨 1:切 build国 nmun咽箇In曲師幅，国的 陶酔'w-fa国
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2.3 Employment and Evaluation 
of Faculty 

• Employment system 
• There Is no concept of tenure (or non-tenure) track. 

... •••• ::::. 
•••• ... .. 

Japanese universities basically employ a fi!l0J1ty member 
for life (up to the mandatDry retirement age), though 
limited-renn faculty positions have been on the rise. 

• Evaluation system 
• In most cases, only researdl activities are evaluatEd in 

hlr1ng and promotion at universities. 

2.5 Demand for Faculty Development 

• Demand for quality of higher education 
• Universalization: much diversification and decline in 

students' competencies 
I = > bridge the gap 

• Knowledge society: demand for graduates' higher 
a:>m_ 

• Limited training system 
• The TA system in Japan is too limited for a graduate 

sIlJdent to become qualified as a teacher. 

1ft. 

13 

... •••• ::::. 
•••• ... .. 

15 

3. About Our Project ••• •••• ••••• •••• •••• ••• •• 

17 

2.4 Image of "FD" 

• Negative (majortty) 
• tDp-down, c:ompulsory, obligabJry 

• i!ll1en, Irrelevant, useless 

• Positive (minority) 

2.6 Our Current Challenges 

• Our ideas 
• Faculty development based upon mutuality 

... • ••• ::::. 
•••• ... .. 

14 

... • ••• ::::. 
•••• .. . .. 

• Conned:ing everyday teaching with faculty development 
• Not only competition, but also collaboration 

• Our strategies 
• Building networks/communities of tilculty development 

between lnsdtutlons, between faaJltles, and between 
faaJlty members 

• Becoming the core of the networks!communlt1es 

1ft. 

3.1 Outline 

" 

... •••• ::::. 
•••• ... .. 

• Building the Core in Faculty Development 
• duration: 2008 - 2012 

• funding: i!I flve-year grant totaling 5 million dollars (US$) 
from the Ministry r:J Education 

• goal: to build cx:rnmunities/networks, both face-to-face 
and online, with a view to faQJIty development at 
in~ooal, regional, national, and intemationallevels 

18 
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3.2 Sections 

1) Planning and Practice of FaQJIty Development 

2) Online Faculty Development 

3) Surveys and Information .. haring for FaaJlty 
Development 

4) Evaluation of FaQJIty Development 
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5) Fieldwork and Research on FaaJlty Development 
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3.3 Building the Core 
at Institutional Level 

• Faallty Development COmmittee (2006·) 
• goal: Informiirtlon-shar1ng & collaboration 

• •• • ••• ::::. 
• ••• • •• • • 

between faculties (at large researdl university) 

• organization: ExeOJtive Vice-President for Education 
and Student Affairs, representative from each faaJlty 

+ 2WGs 

• activities: 
• Website for sharing information on educational 

improvement at each faculty 
• Planning and implementing wortshops 

IIfL . for faaJlty I for graduate students 

Peer Review of Class Teaching (1996 -) 

o Concept: Mutuality between faculty members 

20 
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"Pre-FD" Workshop for Graduate Students (2005 -) 

D Pro,..,. (Buio) 
1. Short lectures 
2. Group diacuuions 

3."""""'" 
4. Student Presentation 
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3.4 Building the Core 
at Regional Level 

••• •••• ::::. 
•••• ••• •• 

• leansai Faculty Development Association(2008-) 
• goal: information-sharing a oollaboration between 

inslitutions (across a wide spectrum of universities) 

• affiliation: 106/209 universities & colleges 
• national 7, private 95, public (prefectural, murKlpaI) 4 

• activities: 
• Planning and implementing workshops 
• Organizing Institutions which shiue similar Issues and 

challenges into some clusters 
• Providing the latest Information on educational 

IIfL improvement 
25 

3_5 Building the Core ••• •••• ::::. 
at National Level •••• ••• •• 

• Forum far the Promotion of Higher Education 
(1994 -J 
• Reporting and sharing faculty development activities and 

related research (like an academic annual conference) 

• Japan Faculty Development N_rk (2008-) 
• Connecting faOJIty development networks into a larger 

net 

• Higher Education N_rk (2003 -) 
• CreatIng online mutual faculty development 

(e.g. On-line FD) 

o Creating 1he web-based 
peel'review of teaching 
via the Internet = 

~ .. theBBS 

27 

leansal Faculty Development Assoclallon (2008 -) 

1'hII first preIimitwy mec:tiDc
held ill 1.way 2007 

l1u! lit worbhop 011. COIIIIII cwaluaIioa WIll 

held in Jmu.y 2008. Profc:uon md 
adminiIInIorB of1lllivenitiel in Kansai 
pth=d mel palici.pa1cd in.etiriticl. 

Forum for the Promotion of Higher Education (1994 -) 

o The center has played. ccntraJ. role in educational refOIm and 
rcl!lean:h. III • hub, for other higher educmonal institutiOllJ 
nationwide. About 500 professon and administrators att:eod the 
Forum. from aU over Japan every March. 

The 141hF«um WIIIk14at~ UDiven.ityiDMueh2008. The ICllion. 
wen! compriIed oflXulty ~ RIIIcbins ad leuain& CIIIIU:uIum, 
~1IIddilllru:eed1lcatiOD. 

3_6 Building the Core 
at International Level 

••• •••• :::: . 
•••• ••• •• 

• Collaboration with higher educational institutions abroad 
on theory and practice of faculty development 
• The CIIrnegie FoIRIi!JIiDn for !he Advancement atTeaaung 
• Indiana lkllwrslty 
• University of North CBroIlna 
• McGill UnlWrslty 
• University of Oxford 

• Building the are in Asia 
• Seoul National University 
• The Hong Kong UnivlDty at SdI!rIc:e and Technology 

• Hosting an ISSOll conference at Kyoln University in the 
IfL near future (7) 30 
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Ⅴ－A－３. 付録１

4. Remaining Challenges ••• •••• ••••• •••• ••••• •••• ...・• • 
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4. Remaining Challenges ••• •••• ••••• •••• ••••• •••• •• • • • 

31 

... •••• ::::. 
•••• ... .. 

• 3. Without tenure system, what can serve as 
a motivation for educational improvement? 
• Is teacher evaluation system necessary? 

How can ..., build a partnership with each other 
beyond the difference in sodal and h_1 
background between US and Japan? 

33 

• 1. How can we mediate between 
competition and collaboration? 

• deaease in the number of students 
=> Intensified competftlon for students 

• How GIn universities find and together tackle the 
problems In common In such a situationi' 

• 2. Who promotes faculty development? 
• faoJlty members themselves or faculty developers? 

... •••• :::: . 
•••• ... .. 

• What types of teaching professionals (e.g. Insbudlonal 
support staff) are required? 

Thank you ! 

32 

••• • ••• ::::. 
• ••• .. . .. 

Kayo MATSUSHITA, Ph.D. 
ester for the Promotion ~ Elca!llence in Higher Education 

KyamUnlYerslty 
kmatsu@hlldu.mbox.mediil.~u.ilc.ip 

34 
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4.テクノロジー活用による FDネットワーク形成

本項では、今回の訪問先のうち、テクノロジーを FDあるいはその組織化やネットワーク化に活

用した先進的な取り組みをおこなっている、カーネギー教育振興財団知識メディア研究所と、ノー

スカロライナ大学古田恒時四.dLear叫ngwi出TechnologyCollaborative (TLTC)について報告

をおこなう。それぞれの機関の特徴や取り組みについてまとめた後、日本の FDに対する示唆につ

いて述べる。なお、訪問先で使用した遠隔 FD企画実践プロジェクトの説明資料を項末に掲載する

(資料1)。

4-1.カーネギー教育振興財団知誠メディア研寛所

(1) 知識メディア研究所について

カーネギー教育振興財団(以下、「カーネギー財団」と略す)の中で、知識メディア研究所

(Knowledge Merua Laboratory)は比較的新しいプロジェクトの一つである。飯吉 (2002)は、

カーネギー財団の活動産邑念である SσTL(Scholar油ipofTea雨時姐.dLe田由時)との関係から、

知識メディア研究所の役割を以下のように述べている。

SoTLは、オベレーショナルには「教授実践を記録・顕在化し、それを糊市同士が分かち、互

いに吟味し合い、互いの教授・学習に関する実践的知識を積み重ね合う試み」と定義されるが、

知識メディア研究所では、「このそれぞれの過程において、テクノロジーがどのように教員を支

援できるのか」というテーマに基づいた実証的な研究と開発が進められている。

このように、知識メディア研究所は、新しく出現するメディアやテクノロジーを活用し、 SOTLの

理念にもとづいて、教育的知識、経験、アイデアを教員問で交換、共有、批評し、教授・学習を変

容させることのできるイノベーションを生み出すための活動をおこなっているo

(2)訪問の目的

知識メディア研究所を訪問した目的は、大きく二点に集約される。まずは、対面でおこなわれる

FD活動を、テクノロジーがいかに関わり支援できるかを知識メディア研究所のこれまでの経験から

学ぶことである。二点目は、本センターへの導入を検討していた阻EP'lbo幽(後述)をはじめと

する、知識メディア研究所が開発したオンライン・ツーノレやオンライン・システムに関して情報収

集をおこなうことである。

(3)訪問の内容

カーネギー財団へは、 2008年5月22日・23日の2日間に渡って訪問したが、知識メディア研究

所のスタッフには、 23日午前に話を伺うことができた。

5月23日11:∞一12:00(所属は訪問当時、敬称略)

(出席者)飯吉透伎日識メディア研究所所長、上級スカラー)
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シェリル・リチヤードソン(研究スカラー)

オノレガ・トウルソヴァ(プログラム・アソシエイト)

ピーター・スパングラー(プログラム・アソシエイト)

ここでは、知識メディア研究所で開発されたツールについて紹介する。さらに詳細な情報は、カ

ーネギー財団知識メディア研究所のワェプ・サイトを参照されたい。

KEEPT凶，lkit

KEEP 'lbolkitは、スナップショットと呼ばれるマルチメディア・ポートフォリオをブラワザ上

で簡単に作成できるオンライン・ツールであるロカーネギー財団のウェブ・サイトから KEEP官珂k誌

にアクセス可能で、ユーザーが自由にアカウントを作成し利用できる。元々はカーネギー財団の

CAS恒.(Carnegie Academy あ'r the Scholarship of Teaching and Learning)プログ

ラムにおける大学教員による教育改善活動を支えるため、同プログラムの活動と平行して共同開発

されてきたツールである。 KEEPτbolkitは2006年よりオープン・ソース・プログラムとして公開

されており、現在はオープン・ソース・ソフトウェアのリポジトリ・サイトであるSourceForge 

からプログラムを入手できる。 KEEPTholkitの利用に際しては、ユーザーの目的に応じて、概念

的フレームワークが入力フォームとしてあらかじめ示されている「テンプレート」と呼ばれるスナ

ップショットが用意されており、ポートフォリオやウェブ・サイトの作成経験がないユーザーでも

短時間で自分のスナップショットを作成できるような仕掛けがなされている。

スナップショットはいわば1枚のワェブ・ベージであるが、「スティッチ」という機能を使って、

複数枚のスナップショットをまとめて 1つのウェプ・サイトのように表示させたり、「ギャラリー」

機能を使って、何人かの教員が作成した個別のスナップショットを 1枚のページにリンクづけをし

て一覧表示させたりすることができる。後者のギャラリーのベージでは、訪問者が個々の教員のス

ナップショットを閲覧することも、同一のテーマを持つ学問分野を超えた教員グループの作品を比

較しながら読み進めることもできる。

カーネギー・ワークスペース (CarnegieWorkspal田)

CASTLプログラムでは、その 1年間の活動プロセスにおける成果物を段階的に文書化してオン

ライン上に保存するためにKEEPTholk誌を利用している。これらの成果物を同じグノいープに属す

るメンバー問で共有するための場「カーネギー・ワークスペース」がオンライン上に構築されてい

る。カーネギー・ワークスペースは、グループ内でのピア・レピュー、形成的評価をおこなう場と

して活用される。 KEEPτ凶出土を個人レベルで利用するツールであるとすれば、カーネギー・ワ

ークスペースは、グループ・レベル、組織レベルで利用する場となる。ただし、このサイトは一般

に公開されておらず、関係者以外は内部を閲覧できない。しかし、 CASTLプログラムで KEEP

τbolkitやカーネギー・ワークスペースがどのように利用されているのかを伺うことができた。

CASTLプログラムにおいては、プログラムの進捗経過に応じて「初期のプロポーザルJr公式のプ

ロポーザルJr中間報告Jrグループ内報告Jr最終報告」のように段階的に作成された数種類のテン

プレートがあらかじめ準備されている。プログラムへの参加者は、プログラム樹子途中にスナップ
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ショットを読み返すことによって、自分自身の作業組曲を振り返ることができるし、グノいープ内の

他のメンバーのスナップショットを閲覧することもできる。最終的には一般公開するためのスナッ

プショットを完成させることがめざされているが、プログラムの途中では、限られたメンバー問で

共有されるために未完成の記事やメディアも気兼ねなく使うことができる。また、対面の会合の前

に、カーネギー・ワークスペース上で他のメンバーのスナップショットをあらかじめ予習しておく

ことも可能であり、以前は年4回おこなわれていた対面での会合も半数に減ったという。

ティーチング&ラーニング・ギャラ)}- (Gallery ofTeaching & Le町国ng)

ティーチング&ラーニング・ギャラリーは、 KEEPToolkitのユーザーによって作成されたスナッ

プショット作品を、いくつかの分類された視点から閲覧できるサイトである。例えば、「サブジェク

ト・エリア」メニューでは、「社会科学Jr数学Jr科学技術」などの学問分野別に、「カーネギー・

コレクション」では、 CASTLやC回 (C町 negieIni困 tiveon也eDoc句ra旬)など、カーネギー財

団が推進するプロジェクト別に作品群が分類されており、自分の興味や関心に合わせて作品を探し

出すことが容易となっている。

カーネギー・コモンズ(TheCarnegie Commons) 

KEEP τbolkitで作成したスナップショット作品を、同僚たちと共有したり、レビューしたり、

批評し合ったりしたいといった場合、インタラクティプな Web2.0のテクノロジーを導入して構築

された「カーネギー・コモンズ」は有用である。例えば、その機能の一つの「マイ・アイデア・パ

ンク」では、興味を持った他人のスナップショット作品にブックマークし、それに自分のコメント

をつけて『マイ・アイデア・リスト」として保存できる。自分が収集、作成したリストは他人と共

有することができ、ユーザー聞のピア・レビューとしても利用可能となっている。リストの作成者

は、スナップシヨット作品は何も生み出していないが、他人の作品をある教育上の目的や関心を持

って収集し、それに対してコメントすることで、他のユーザーにも再利用可能な形で保存される。

そのリストが他のユーザーと共有されることで、リストの作成者はコミュニティに対して貢献をす

ることになるのである。このほか、「コミュニティ・フォーラム」では、ある特定のトピックについ

て電子掲示板を使って他のユーザーと議論をしたり質問を投げかけたりすることにより、教育上の

知識や経験を共有することができる。また、「コミュニティ・フェイパリット」ページでは、訪問者

がよく閲覧している作品がわかるので、それについて学ぶことができる。

以上述べてきたようなオンライン・ツールに関する説明のほか、ティーチング&ラーニング・コ

モンズの基本となる考え方である「知識の構築と共有のサークルJ(図 1) について説明を伺った。

図にあるように、コモンズでは、教育に関する知識を rCrea旬 t創出JrShare (共有)Jru田(利

用)Jの継続的な循環によって構築しそれを共有するための知的コミュニティ空間を構成していると

いえる。また、「テクノロジーJrコンテンツJrナレッジ (pedagogy)Jの3つを公開することで教

育がよりよい方向に変容するのではないか、という「オープン・エデュケーションJ(例えば、Iiyoshi

andRich田d田n.2008)についてもお話し頂いた。
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(4) 日本のFDに対する示唆と今後の課題

訪問時はKEEPτ凶垣土の日本語化について検討段階であったため、導入に際しての技術面に関

する具榊怜助言を直接開発者から伺うことができたのは、今回の訪問の大きな成果の一つである。

遠隔F百企画実践プロジェクトの立ち上げ段階においては、ユーザー聞のインタラクションを促す

ために、オンライン上に授業実践やFD実践に関するコンテンツを個別ユーザーが作成し、共有す

る世諦Eみづくりを模索していた。知識メディア研究所がウェプ上で展開しているプログラムのうち、

オープン・ソースとして利用可能であるのは、 KEEPτ回llitのみであったため、ユーザーがFDや

教育改善に関するある特定の課題を持ったコミュニティを構築したり、そのコミュニテイに対する

支援をおこなったりするための位姐みを別途円くる必要性があると考えていた。この焼事鳴として、

当初はSNS(8田血lNetw町'kingService)を利用することも検討していた。しかし、今回の訪問で

の、 CAS恒，プログラムに対するテクノロジーによるコミュニティ支援の議論では、 Eいに顔見却

りのコミュニティに対して KEEPτ凶kitやカーネギー・ワークスペースが有効に活用されている

と知ったことや、 FD実践のように実践をおとなっている人物を特定できた方がよいといった場合

に、ユーザーが匿名あるいは実名であることの意味を考慮する必要があるとの助言を受けたことな

どから、実名での利用を基本として世謙をみなおし、結呆、ラーニング・マネジメント・システム

のSak血を採用することとした.今後、 KEEPτ回Ilk:itを、日本における FD活動の文脈で有効に

活用できるよう、対面のプログラムとの接続も考慮しながら運用することが課題となるだろう。

また、この訪問をきっかけに、配布版KEEP'I加lkitの開発責任者であるピーター・スパングラ

}氏を 10月に招へいし、国際化対応などに関する具体崎明言を得ることができたことも大きな収

穫であった。これについては、本報告書の別の節(V-C-l)で扱っている。

テクノロジーが、対面の FD実践に対してどのように活用されるべきであるかを明らかにするこ

とは、遠隔F百企画実践プロジェクトにおける最大の関IL'亭であり、克服すべき重要な課題である。

K阻 Fτ加1協をはじめkする知識メディア研究所が開発したオンライン・ツールは、教育実践に

関する課題や取り組みの内容を可視化、顕在化し、教員がそれらの作品を共有したり、互いに批評

したりするために利用されている。おおざっぱに言えば、テクノロジーは単独で利用されるだけで
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なく対面の活動を促進するために活用されるべきであろう。実現の可否は次年度以降の取り組みの

課題とすることとして、 CASTLプラグラムとの類似性を持つ関西地区FD連絡協議会の研究サプ・

グループや、本学 FD研究検討委員会主催で毎年おこなわれている院生荷惟プログラムなどに開発

しているシステムを適切に組み込むことによって、対面の教育改善活動を促進できるものと期待し

ているロまた、「ツールをつくる前にこういった位主Eみについてしっかり考えておくべきではないかJ

との指摘を頂いたが、今後、対面の FD実践へオンライン・ツールを導入するにあたって、この仕

組みづくりについても考えたい。

4-2.ノースカロライナ文学TI.rColla凶rative

( 1) TLT Collabora証明について

ノースカロライナ大学のτ切出ngand l.e世国ngwith百chnologyCollaborative (以下、 rTLT

CollaborativeJまたは「τ'LTCJと略)は、ノースカロライナ大学システムに属する 17のキャンパ

スに対して、テクノロジーに関わる教授・学習についてのプログラムや先導的な活動を支援するた

めに、大学システムとしてのピジョンや共有リソースを提供するコンソーシャルな組織である。ノ

ースカロライナ大学のジェネラル・アドミニストレーションの下、 τ'LTCol1aborativeは2000年3

月に設立した。

ノースカロライナ大学システムに属する大学を図2に示す。これにハイ・スクール1校を加えた

17のキャンパスでノースカロライナ大学システムが構成されている。ノースカロライナ州のほぼ中

央に位置し、敷地内に恒.TCのあるチャペルヒル校は、 1789年創立の州立大学で、全米最古の公

立大学でもある。学生数は約27，000名 (2007年)である。ちなみに、チャペルヒルは、米圏内で

シリコンパレーに次いでE産業の盛んな都市である。

図2 ノースカロライナ大学のキャンパス(bt旬:/，畑ww.n町出回rolina.edulより)

我々 の訪問時、 τ'LTCのスタップは、ブランク・プロチャスカ教授(エグゼクティブ・ディレク

ター)、ヒラリー・ニッカーソン氏(副ディレクター)、ローラ・ロジャース氏(プログラム・コー

ディネーター)、フェイス・ダブニ一氏(プロジェクト&コミュニケーション・マネージャー)の4
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名であった。

(2)訪問の目的

τ'LTC訪問の目的は、大きく 3点あった。まず、テクノロジーに関する諸課題について、 17のキ

ャンパスの結節点となるユニークな組織形態やその連携体制について学び、私たちが関西地区 FD

連絡協議会などで実現しようとしている大学問連携あるいは拠点形成に対して示唆を得ることであ

る。 2点目は、 17キャンパスを支援するための、テクノロジーに関わる、あるいはそれを活用した

FDのさまざまな取り組みについて学ぶことにある。例えば、 τ'LTCは、「τ'LTカンファレンス」と

いうテクノロジーに関する大学システムレベルのカンファレンスを毎年開催しているが、このカン

ファレンスを通じて、 FDコミュニティの支援や FDネットワークづくりに関して、組織レベル、

地域レベルにおいて、どのような役割を果たしているのか、また、 τ'LTCが運営している FD活動

の支援をおこなうためのオンライン・システムが、どの程度教員から認識され、どのように利用さ

れているのか、といった点について情報収集をおこなうことである。 3点目は、ノースカロライナ

大学システム内の各キャンパスに、教授学習センターなどの FD推進組織があるが、 τ'LTCとの関

係はどうなっているのかという点である。

訪問するに際して、 τ'LTCollaborativeのウェブ・サイトにて情報収集した以外に、プロチャス

カ教授、ニッカーソン氏、カーネギー財団の飯吉博士を交え、松下教授、田口准教授が訪問目的の

説明や調査希望事項について事前に電話会議にて議論をおこなった。

(3)訪問の内容

τ'LTCには、 5月28日(水)に訪問した。官.TCのスタッフには、ビデオ・カンフアレンスを含

む一日がかりの充実したプログラムを編制して頂き、実りある訪問となった。午前のディスカッシ

ヨンでは、松下教授より拠点形成プロジェクトに関する概要説明、筆者より木センターのテクノロ

ジーを活用した取り組みについてプレゼンテーションをおこなった。

5月2813 (水)冊属は訪問当時、敬称略)

・ディスカッション但1τ℃スタッフ :4名)

F阻止Prochaska包盟四.tiveDirec.tor) 

Hilarie Nickerson {Program Coord血a旬。
Laura Rogers (Program C∞d血a旬，r)

Fai也 Dabney{P珂ect&Commu凶国.tionM阻 ager)

・ランチ (τ'LTCスタッフ :4名+τ'LTC評議会 :5名)

RayPurdomωlirector， U出versityTea出時四.dLearning Center， UNC G慨 nsbo四)

Kathy Kyzer (se凶orM阻 ager伽 A四.demicOut目前h，UNC Chapel Hi1J) 

Sallie lves仏曲田恒飴 Pro島田or，Depart皿entofGe由graphy&E町出Scien由民

UNCCharlo伽(田'pre田ntingthe UNC F田 ultyAs配血bly))

CarolynA唱団組.ti(As回国也 V間 P師団t& Deputy Dire伽，rofLibraries， 

North Carolina S也飴U血四回ity(representing the UNC University 
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Libraries Advi曲 ryCounciJ)) 

JimSadler仏S8回 ateVice President fur Academic Planning， UNC General 

Administratio哩(四'presentingthe UNC Division ofA阻 demicA血:irs))

・ディスカッション (TLTCスタッフ :4名+τ'LTC評議会・ 5名)

・ビデオ・カンファレンス (TLTCスタッフ :4名+τ'LTC評議会:9名)

Anna T. McFaddenω出由民 Co叫.terF配叫防Cen町五orExcelle即 e泊 Teaching阻 d

Learn皿 g&Profes阻， Educational Leadership and Foundationι 

Wes七emC目白祖国U泊四国防(WCU))

Sco枕 S国 kinsωirector，Academy fur Teaching姐 dLe町四且gandAs匝x:ia旬

Profe田町ofEcono四ics，Nl町也 CarolinaA&T S個.teUniv町 'sity)

JohnM拘置sUn世田tionalTechnology Spe四alist，Center ~注目町h時間dl点目ning，

U国四国防ofNorthC回目，linaat Asheville (UNcA)) 
』唱hKr田18(Ass叩脚ViceCh四回目or，lnfurmation Technology Sy嶋田Di由 wn，

U国四国防ofNorth Carolina Wil皿血筋on)

-主主主主

ωTLT Collaborativeの組織体制について

ノースカロライナ大学システムでは、 17のキャンパスが互いに助け合い、さまざまな情報を共有

し合っている。この大学問連携は、各キャンパスの規模やミッションが異なり、互いに利害関係が

ないために実現できるものである。テクノロジーに関わる諸課題について、 17のキャンパスを接続

する役割を果たしているのがTLTCollaborativeである。このτ'LTCは、ジェネラル・アドミニス

トレーションの直接的な影響を受けずに活動しており、大学システム直轄の組織でないことが組織

形態の大きな特徴になっている。また、官，TCの活動は、各キャンパスの学長から選出される代表

者で構成される評議会 (CollaborativeBoard)によって監督されている。今回の訪問では、対面お

よびテレビ会議で評議会のメンバーにも参加して頂くことができた。評議会メンパーは、上述のス

ケジュールに示すように、教授学習センターやファカルティ・センターの長など、各キャンパスに

おける FD活動の推進に深く関わっている者が多かった。

設立当初のτ'LTCollaborativeに対する 17キャンパスからのニーズは、「キャンパス聞の情報共

有のためのファシリテートをすることjおよび「新たに出現するテクノロジーに関する情報共有や

学習の機会を提供すること」の 2点であった。後で述べるオンライン支援システムの PDPに代表

されるように、前者のニーズに対しては、各キャンパスの FD活動促進を支援するために、各キャ

ンパスから教授・学習に関わる情報を収集、分類し、大学問で共有するための場をオンライン上で

提供しているロ後者については、教育に関する新たなテクノロジーを同定する手助けをし、その導

入に際して学習機会を提供したり適切な支援をおこなったりしている。その一例が、ラーニング・

マネジメント・システム α.MS)の導入にあたっての支援である。具体的には、ノースカロライナ

大学システム内の教育システムについて、 Blackboard(11キャンパス)やWebCT(6キャンパス)

といった商用のl.MSから、州議会からの要請もあって、オープン・ソースの Sak泊やM∞dleへ

の移行を検討あるいは希望しているキャンパスがあり、実際に 2008年度には 3つのキャンパスで
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LMSの移行作業の支援をτ'LTCが担当しているとのことであった。 17キャンパスを接続する媒介

機関として、 τ'LTCは、これら 2つのニーズを重視して活動をしているとのことである。

各キャンパスは、 τ'LTCと常に協力することを強いられておらず、必要に応じてτ'LTCに対して

支援を求めることができる。新規テクノロジーを導入するにあたって、官庁℃が支援をおこなった

キャンパスに対しても、技術移転が終わればτ'LTCは撤退するという姿勢を取っているo このよう

に、ノースカロライナ州では大学問連携に対して協調的アプローチを取っているが、隣接するジョ

ージア州などではトップダウン的アプローチであるというように、州によって大学関連携について

のアプローチの仕方が異なっているようである。

(1)) TLT Collabora:桓veの活動について

訪問前にワェプ・サイトで確認していた情報と合わせて、 τ'LTCが取り組んできる活動について

紹介する。

TLTカンフアレンス(h匂:lIconfuren田 .unctlt.o:胡

ノースカロライナ大学システムにおける教育に焦点を当て、テクノロジーを効果的に利用した教

授・学習に関する発表や情報交換をおこなう場として、個々の教員の実践を持ち寄る rTLTカンフ

アレンス」を 2000年より毎年開催している。カンファレンスは3日間に渡って学内で行われ (2008

年は5112-14に開催)、 2∞8年で9回を数える。 2007年度は、約 540名が参加し 140件の発表が

あった。参加者のおおよその内訳は、教員 50%、事務員 20%、その他、 E スタッフ、図書館員、

インストラクショナル・デザイナーなどで、一部、学生も参加しているとのことであった。大学シ

ステム内の教員やインストラクショナル・デザイナーなどの専門家などを参加対象としているが、

ノースカロライナ大学システム内のキャンパス以外にも、ノースカロライナ・コミュニティ・カレ

ッジ・システム内の大学やその他の私立大学からの参加者もある。近隣のジョージア州、テネシー

州、パージニア州などからの参加者も若干いるとのことである。 2008年のテーマは、「阻xIt Up! 

Creative Comb出atio田島，rLear世且gin North CaroIinaJで、カンファレンスのプログラムとして、

基調講演、ラウンドテーブル、ハンズオン・ワークショップ、口頭発表、パネル・ディスカッショ

ン、デモンストレーション、ポスター・セッションが設けられている。

τ'LTカンフアレンスへの参加者にとっては、他のキャンパスで行われているテクノロジーを活用

した教育実践や教育改善に関する情報共有のためのひとつの大きな機会となっているo 普段は個々

人でおこなっている活動に対して発表の機会が与えられることにより、キャンパスを越えて FDコ

ミュニティを育てることができることもメリットであろう。カンファレンスのウェプ・サイトでプ

ロシーディングスを読むことができるが、新たなテクノロジーの教育への活用についての内容が多

いようである。カンファレンスで発表するためには、事前にプロポーザノレを提出し、 τ'LTCスタッ

フのレピューを受ける必要がある。

プロフェッシヨナル・ディベロップメント・ポータル(PDP) (h句:/!pdp.unctlt.orgl)

学内の教員、スタップ、事務員、図書館員を対象としたプロフェッショナル・ディベロップメン

トのためのポータルサイト rPDPJを開設している(図 3)。学内の教育に関する電子リソースを集
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約したサイトで、コンテンツを自由に検索し、各自の教育改善のために利用できる。執筆時におい

ての登録者 1，752名でリソース数は2，697である。
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これ以外にも、同種の情報支援のためのオンライン・システムとして、大学システム内のいくつか

のセンター連携組織が、学内の教員やスタッフが提供する教育研修に関するリソースやプログラム

(セルフベース・チュートリアル、ワークショップ・シラパス、教授用ピデオ、授業のハンドアウ

ト、その他の研修用リソースなど)を提供する「τ'LTTr祖国且gCompendiumJや、教員や図書館

員などから自発的に提出された教材を収集したポータルサイト rCompendium of Training 

MaterialsJを運営している。後者は、ワークショップのプログラム、ピデオ教材、配布資料、その

他の研修用リソースを、他のキャンパスと共有、相互利用することを可能にしており、例えば、ワ

ークショップを行いたいニーズがあった際にτ'LTCスタッフが教材を紹介するためにシステムが利

用されている。

コース・リデザイン・イニシャチプ (h坤:/1www.unctlt.org/ini出説明s/criJ)

The National Center for Acade皿 cτ'ransformation(NCAT， www.then岨 t.org)のプロジェクト

(1999・)で、学生のリテンション率や卒業率の向上、教室の効率的利用、学生 1人当たりのコス

ト削減などの規準を設定し、学生のアクセスの増加とコストの削減を意図して授業のリデザイン(授

業改善)を試みるプロジェクトである。ノースカロライナ大学システム内の各キャンパスにおいて

も、 NCATにより推奨されたコース・リデザインのためのモデノレやプロセスを使用しており、この

活動をTLTCが支援している。このアプローチを使い、すべてのコースを対象として、アクティブ・

ラーニングを導入し、独立した学習の機会を提供するためにテクノロジ}を使い、進行中のインタ

ラクションや支援やフィードパックを学習者のために提供するなどの方法を通じて授業がりデザイ

ンされる。教室内やオンラインにおける学習者の関与を最大化するよう意図されたこの方法を使っ

て授業が改善されることによって、組織は、学生の成功やリテンション率を向上することができる。

τ'LTCはリデザインのための小規旗な助成プログラムを受け、 2年目を迎えていた(FY2007'08に

は、15のプロジェクトに対して48，000ドル、FY2∞8'09には31，∞0ドルの予算を計上している)。
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各キャンパスのエフオートに対して、 τ'LTCは、情報やリソースの共有の機会を提供したり、経験

のあるメンターをリデザインの経験が浅い人々と接続する役割も果たしたりするなどの支援をおこ

なっている。

これまで述べてきた取り組みのほか、学内のテクノロジーに関する特定のテーマについて関心の

あるメンバーを集め、電子掲示板、メーリング・リスト、テレビ会議、電話会議などを活用して継

続的な議論を行うインタレスト・グノいープ(Int辺国stGroups)を車踊識するなど、さまざまな活動を

おこなっている。このインタレスト・グループは、官，Tカンファレンスを対面の会合の場として利

用している。 rBlackboardJ r遠隔教育J reラーニングにおける教授J r eラーニングにおける支

援J r教授の専門家J r図書館員J rオープン・ソースJ Pτ'LTの評価J rウェプのアクセシピリ

ティJ rBlackboard Vista (前WebCTV臼句)Jといったテーマが設定されていた。

(e)各キャンパスの取り組み

レイ・バードム教授(グリーンスボロ校)、キャシー・カイザ一氏(チャベルヒル校)、サリー・

アイヴス准教授(シャーロット校)は各キャンパスのFDセンターのリーダー的存在であり、 TLTC

スタッフだけでなく、これらの評議会メンバーからは各キャンパスにおける FDの取り組みについ

て伺うことができた。 τ'LTC自体は、 80恒」の活動を直接おこなっていないが、グリーンスボロ校

をはじめ、キャンパスによっては活発に80TLの活動を祥雄していることがわかった。

グリーンスポロ校では、メンタリングが FDにおいて重要であると位置づけられていた。メンタ

リングに関しては、カーネギー財団でも 80TLの活動において重視されているという話もあった。

ノ号ードム教授によると、グリーンスボロ校では若手教員を対象とした「若手教員メンタリング・プ

ログラム (Jr.Fa四 ltyMentoring Pro伊血)Jをおこなっている。 24名の若手教員を3つにわけ、

各グループに、研究・教育に優れた教員の双方を入れたグループを組織し、個人的メンタリングな

どを継続的におこなうプログラムである。現時点でメンターは、過去の参加者の中から優れた教員

を選定してボランティアで参加してもらっているとのことである。メンターに対しては、事前にワ

ークショッブ形式で2日間の研修がおこなわれる。

どのような専門家が FDに有用であるかという議論に対し、チャペルヒル校のカイザー氏は、イ

ンストラク、ンョナル・テクノロジーの専門家であると述べた。これには2タイプあり、一方は、一

般的な教育的テクノロジー支援のディベロップメントあるいはトレーニングのクラスを担当する専

門家で、学部にいる専門家と協力して、ファカルティ・メンバーに対するマン・ツー・ 7 ンの支援

をおこなっている。他方は、対面のコースを補うためにマルチメディアのモジュールを開発するマ

ルチメディア・ディベロッパーであるロこれに示されるように、各キャンパスの FD活動について

は、教員だけでなく複数のテクノロジーをはじめとする専門家が深く携わっているケースが多いこ

とがわかった。

また、Arge凶ati氏(ノースカロライナ州立大学)は、スタップのメンバーが、インストラクシ

ョナル・デザインのスキルを持つことが非常に重要であると考えていた。学生にとってインフォー

マティブでインタラクティブであるような使いやすい構造で、画像などのメディアを駆使して教材
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を作成することのできるインストラクショナル・デザイナーやグラフィック・デザイナーの市場は

非常に競合的でニーズもあるとのことであった。彼らは大学教員を対象とした 1時間程度のワーク

ショップを担当しており、スタッフ全員がよい教員であることが必要で、単にコンビュータに関す

る技術的スキルだけでなく、コミュニケーション・スキルもインタラクティブでダイナミックなも

のを持っていなければならないと述べていた。

(4) 日本のmへの示唆と今後の課題

τ'LT Collaborativeは、 17キャンパスの結節点となり、テクノロジーに関わる諸課題について各

キャンパスからのニーズに応じた支援をおこなう組織であることがわかった。また、大学システム

の樹子部とは独立し、各キャンパスの代表者で構成される評議会からその活動を監督されるという

日本では見られない組織形態であった。これは、大学システムが、規模やミッションの異なるキャ

ンパスの集合体という体制だからこそ実現可能な形態であるのかも知れない。コスト節約について

など、州議会の意向からの影響を受けている面もあるようだが、キャンパス聞で共通する課題を一

つの組織で引き受けることにより、各キャンパスの省力化がはかられている。 τ'LTCollaborative 

は、規模からいうと、京都大学のセンターあるいはFD研究検討委員会と関西地区FD連絡協議会

の中間にあたるといえるだろう。前者は学内の各部局を、後者は関西地区の 100余の大学を接続す

る組織である。関西地区FD連絡協議会は互いに競合する大学が含まれているものの、これを「連

携」や「研究サプ・グループ」といった形で、各大学のニーズに応じた課題ベースで多様な大学関

連携をおこないつつ。この点は協調的アプローチをとる宜.TCと重なる部分があるだろう。

τ'LTCのさまざまな教育改善に対する取り組みについても学ぶことができた。 τ'LTカンファレン

スは、大学システム内の教育に焦点をあてた、学内のメンバーを対象としたカンフアレンスで、外

部からの参加の比率が多い京都大学の大学教育研究フォーラムとは関係が逆である。宜.Tカンファ

レンスは、テクノロジーに関わる教育的課題に特化しているが、キャンパスを越えた教員聞のコミ

ュニティづくりが実現されていることについては、大学教育研究フォーラムにおいても見習うべき

点があるだろう。また、 PDPなどのオンライン・システムが、学内の一般教員にどのように活用さ

れているのかを尋ねたところ、各キャンパスからの代表者で構成されているファカルティ・アセン

ブリー (FacultyAs配mbly)を活用しており、 1-2ヶ月に 1度開催される会合にスタップなどが

出向き、 τ'LTCの取り組みについて逐次説朋をおこなっているとのことであった。

各キャンパスの教授学習センターなどとの関係、は、すでに述べてきたように、キャンパスの代表

者が宜.TCの評議会に加わり、官庁℃と協働していることがわかったo また、グリーンスボロ校に

みられるように、キャンパスによっては独自に SOTLの活動を活発におこなっていることがあるこ

ともわかった。

4-3.テクノロジーを活用した冊についてのまとめ

今回訪問した、カーネギー財団の知識メディア研究所、ノースカロライナ大学τ'LTCollaborative 

L 京都大学の高等教育研究開発推進センターの理念や活動などについて表 1にまとめた。 TLTC

は独自の思念を打ち出していないが、 17の多様なミッションをもっキャンパスを接続する組織であ
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るためであろう。

三者に共通していたのは、毎年教育に関するカンファレンスを開催しているということである。

τ'LTCは主に大学システム内の構成員を対象とし、テクノロジーの問題に焦点をあてるという面で

はほかの二者と異なるが、大学教員が教育実践を互いに報告し合う情報交換の場が設けられている

ことは共通している。ネットワーク形成については、本センターの今後の大きな目標でもあるが、

テクノロジーの面からこれを支援するために、 KEEPτbo肱itをはじめとするオンライン・ツール

をいかに活用して多様なコミュニティを支援できるかが課題となるだろう。また、 τ'LTCの活動に

おいては、 FDに関わる情報収集と提供が重要であることが強調されていたが、 PDPなどの支援シ

ステムに見られるように、教育改善や FDに関わる情報収集をおこない、個別のニーズに応じてそ

れを提供できる形に加工することも重要な点であろう。

これ以外に今回の訪問で感じた点として、 2点挙げておく。 FDを推進するにあたっては、教授学

習センターだけでなく、キャンパス内の情報基盤センターや図書館との連携においてなされている

場合がみられた。例えば、ノースカロライナ州立大学では、他部局と利害関係がない図書館から FD

に関するコミュニティが広がったとのことであった。図書館員が FDに関与していることは日本と

は異なる点である。本学でもこれらのセンター聞の連携の強化や、情報共有については今後の課題

となるであろう。また、ノースカロライナ大学では、キャンパスごとに教授学習センターの規摸が

大きく異なっていたが、アカデミック・スタッフ以外に教育に関わる専門家を多く抱えているキャ

ンパスもあった。日本の多くの教授学習センターでは、大学教員がセンターのスタッフを担ってい

るが、このようなセンターでは、技術面などに関してはインストラクショナル・デザイナーや IT

技術者などの専門家がセンターに所属していた。このような人材はニーズも大きく、組織内で有効

に機能していたことから、日本においてもこのような専門家の必要性や FDにどのように携わるべ

きかを今後考える必要があるだろう。

表 1 訪問した2つの組織と京都大学高等教育研究開発推進センターの比較

カーネギー教育振興財団 ノースカロライナ大学 京都大学

知識メディア研究所 TLTC 高等教育研究1開発推進センター

茸巴念 80τ'L 
I.ea血血g血n阻四dアプローチ

相互研修
(80恒」活動は大学ごと)

カンファレンス 1880TL 
τ'LTカンファレンス

大学教育研究フォーラム

(参加者) (大学教員)
(教員、事務員、専門家など)

(大学教員)
※テクノロジーに特化

プログラムを通じた全国規 ァクノロジーを媒介とした
4レベルでの拠点形成

ネットワーク 模の多層なネットワークづ 大学システム内のネットワ
(関西FD、JFDN・・・)

くり (CASTL・・・) ークづくり

テクノロジー
KEEPToo也it、GaIIery、

PDPなど
大学教育ネットワーク

Commo田 (Web公開授業・・.)

大学システム(キャンパス

上位組織 事業財団 は規旗、ミ yションともに 大規摸研究大学

多様)
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Ⅴ－A－４. 付録１

Nex1 5years 

Goal 

• To realize & to promote mutual FD on the web 

-Supporting d副IyFD activities 

-Respecting unique∞n恒xtof each individual 

-Providing supportive en叫ronmen也 forcreating 
various col祖国r叫時間mmuniti闇

• To support offIine FD activities 

-Connecting them to the onlina s:四回m

-Fos北:eringa∞ntinuous and suslainable FD cultu陪

• Peer-l曹関"ow

1II:.t. 

About new pla'首orm

• KEEP Toolkit@CF 

E師、幅削Itymember国 ncreate own e-凹曲目。

-Effeclive陪 SOUf(羽田 inleaming communiti田

-L。国lizationinto Japanese 

Cus加rnlzm自intoJapanese∞ntext 

τ. 

~ 

• SNS 

-C陪副ngdi時 間e∞mmunitieson the web 
-Enhancing in担問ctionsamong幅cultymembers 

A match for Japane碍 cultu陪?

1II:.t，. 21 

Problem8 to be overcome 

・“Dalabase01 UCP" &箇'Archive& Review" are uni-

direclional 

-Users cannot∞mmunicate with each other 

• Weak∞mmitmen也 forW-PRoT ("ROMs") 

• Difficull 10 sha聞 p国 cticesquickly and direclly 
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Five-Year Strategic Plan 

• Conlin，目。U8P問 cliceson W-PRoT 

-To increase the number of pa同clpan恒

To open the s戸恒mtoall univl園田iti田 inJapan 

• Developmenl 01 new plalfonm 

P巾，toty問 (2008)
.Lo国lizingand cu曲『羽田lQcf KEEP Toolkil 

-Antiαpated launch date (2009) 

etc 

却

• Development 01 effective FD program8 (2009-) 

Class observ8'旬。n
'Asa向時of憎何回10"
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Next 5 years 

Goal 

To realize & to promote mutual FD on the web 
- Supporting daily FD activities 
- Respecting unique context of each individual 

- Providing supportive environments for creating 
various collaborative communities 

To support offline FD activities 
- Connecting them to the online system 
- Fostering a continuous and sustainable FD culture 

• Peer-review 

About new platform 

KEEP Toolkit@CF 
- Each faculty member can create own e-portfolio 
- Effective resources in learning communities 

- Localization into Japanese 
- Customizing into Japanese context 

SNS 
- Creating diverse communities on the web 
- Enhancing interactions among faculty members 
- A match for Japanese culture? 

" 

21 

Problems to be overcome 

"Database of UCP" & "Archive & Review" are uni
directional 
- Users cannot communicate with each other 

Weak commitments for W-PRoT ("ROMs") 

Difficult to share practices quickly and directly 
- All items are selected/reviewed by the staff 

Five-Year Strategic Plan 

Continuous practices on W-PRoT 
- To increase the number of participants 
- To open the system to all universities in Japan 

Development of new plalfonm 
- Prototype (2008) 

• Localizing and customizing of KEEP Toolkit 

- Anticipated launch date (2009) 

etc. 

" 

Development of effective FD programs (2009-) 
- Class observation 

• As a place of reflection 

- FD Workshop 
~..... • As resources for discussion 

22 
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5.カーネギー教育振興財団、インディアナ大学、およびノースカロライナ大学訪問

5-1.はじめに

本節では、カリフォルニア州パロアルトのカーネギー教育振興財団知識メディア研究所

(Knowledge Media Laboratory， The Camegie Foundation for the Advancement of 

τ'eaching)、インディアナ大学ブルーミントン校 (lndianaUniversity， Bloomington)、および

ノースカロライナ大学チャペルヒル校 (University of N orth Carolina， Chapel Hill)訪問の成

果について述べるロ

〈 ー ムーモ
h¥_.'¥.... 

， 

お

5-2.カーネギー教育振興財団知識メディア研現所訪問(2ωa年5月 22-23日)

カーネギー教育振興財団は、シリコンパレーの北部端、パロアルトの広大なスタンフォード

大学のキャンパスを通り抜け、丘をのぼりきったところにある。非常に見晴らしがよく、温暖

で乾燥した気候に特有のハープやオリーブなどの植物がさわやかな風に揺れている。コテージ

のような素朴な外観の建物は、もともとそこにあった小屋に調和するようにデザインされたと

いうことであった。

訪問第一日の 22日には、カーネギー教育振興

財団知識メディア研究所所長の飯吉透氏、財団の

副理事長である Dr.Pat Hutching、上級研究員の

Dr. Mary Huberとのミーティングを行った。三

氏とのミーティングの前に、出迎えて下さった飯

吉氏から、数ヵ月後の 9月にカーネギー教育振興

財団の理事が Dr.Lee Shul皿anから Dr.τbny

ヨ 司.育園圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・司固

Byrkへと替わること、これに伴い、高等教育関係のプログラムのほとんどが終了を迎えるこ

とになったことを知らされたロカーネギー教育振興財団との今後の連携をも視野にいれた今回

の訪問は、ここでの高等教育に関するプログラムの中心に掲げられたrSchol町 shipofTeaching 

and Leaming (SOTL) Jという概念と比較検討することにより、本センターの「相互研修型

FDJという理念を深化させるという大きなねらいがあった。しかし、カーネギー教育振興財団

の高等教育分野からの撤退は、SOTLの求心力が失われるという可能性も意味するものであり、

この時点では、衝撃的なニュースと言わざるを得なかった。
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この後、 Dr.Pat Hutching、Dr.Mary Huberが加わり、ミーティングが始まった。まず、

田中毎実センター長により、日本の高等教育、 FacultyDevelopment (以下、 FD)の状況に関

する簡単な説明があった。次に、松下佳代教授から rBuilding the Core in Faculty 

DevelopmentJと題して、本センターの歴史・概要、特別教育研究としてスタートさせたプロ

ジェクトの背景となる日本における FDの状況、学内・地域・全国・国際の4つのレベルでFD

ネットワークの形成を図るプロジェクトの概要、および課題についての発表があった。ディス

カッションでは、主に地域レベルのネットワークである関西地区 FD連絡協議会の運営に関し

て、カーネギー教育振興財団の CASTLプログラムの経験をもとに、有益な示唆を得た。

訪問第二日の 23日は、飯吉氏のコーディネイトで、RoseAsera上級研究員、 Cheryl

Richardson研究員、 PeterSpanglarプログラムアソシエイト、 OlgaTrusovaプログラムアソ

シエイトから、カーネギー教育振興財団や同財団の知識メディア研究所の活動について紹介を

受けた。本センターからは、酒井博之准教授より、 rOnlineFaculty DevelopmentJと題して、

遠隔 FDプロジェクトについて発表があった。ディスカッションでは、特に、知識メディア研

究所で開発された KEEPτbo肱itというプログラムの運用、その他の FacetoFaceのプログラ

ムとの連動のさせ方などをうかがい、日本語版Keepτbolkitを開発・導入しようとしている本

センターにとって大きな収穫となった。

5-3.インディアナ大学フルーミントン枝訪問(2∞8年 5月26日)

インディアナ大学ブルーミントン校は、日本にも似た湿潤な気候の土地にあり、広々とした

キャンパス内には小川が流れ、緑があふれでいた。

訪問日は、 5月の最終月曜日であり、アメリカ

ではちょうどメモリアルデー(戦没者追悼記念日)

とされる日であった。祝日であるにも関らず、イ

ンディアナ大学コンサルティングオフィス

(Indiana Universi句rsCampus Instructional 

Consulting 0箇ce)のD世田旬rであるDr.Jennifer 

Robinsonのコーディネイトにより、充実した一

日となった。

まず、 Dr.Robinsonとのb即位fastmeetingに始まり、午前は、 RaySmith国rJ学長を訪問

してのミーティング、午後はKarenHanson学長を訪問してのミーティングの機会を得ること

で、同じ機関に所属しながら異なる役職にある三氏の見解に触れることができるなど、終日、

貴重で興味深いディスカッションが行われた。とりわけ、 2009年 ISSOTLの会長である Dr.

Robinsonからは、 SOTLという概念の解釈や位置づけについて、カーネギー教育振興財団と

はまた異なる見解がうかがえ、この概念がある程度幅をもちつつ普及していることを知ること

となった。
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5-4.ノースカロライナ太学チャペルヒル枝訪問(2∞s年 5月28日)

ノースカロライナ大学は、州立の総合大学で、州内に 17のキャンパスを持ち、これら全体

はノースカロライナ大学システムと呼ばれる。中でもチャペルヒル校は、 1789年に創立された

全米最古の公立大学である。

訪問先は、ノースカロライナ大学システムの全キャンパスに対する IT支援を行っている

τ'eaching and Leaming with τ'echnology Collaborative (TLTC)である。本センターのプロジ

ェクトの、特に全国レベルのネットワークに対して示唆を得ることが訪問の目的であったロ

TLTCのDirectorである Dr.Frank Prochaska、

Program CoordinatorのDr.Hilarie Nickerson 

が中心となり、朝から夕刻まで、三部のディスカ

ッションやランチをとりながらのミーティング、

さらにピデオカンファレンスが用意された。午前

中のディスカツシヨン・セッシヨンでは、まず松

下佳代教授より本センターの特別教育研究のプロ

ジェクトに関する発表、および、 2つの機関(カ

ーネギー教育振興財団、インディアナ大学ブルー

ミントン校)への訪問を通じて得た成果についての報告がなされ、 TLTCのスタッフとのディ

スカッションが行われた。午後には、ピデオカンファレンスのシステムを使用し、チャペルヒ

ル以外のキャンパスのスタッフも参加するなどして、刺激的なディスカッションが続けられた。

ノースカロライナ大学システムにおける ITを用いたネットワーク形成に関しての豊かな経験

や様々なアプローチは、本センターが推し進めようとしている全国レベルのネットワーク形成

に対して大いに参考になるものであった。

5-5.おわりに

今回の訪問から印象を深く受けた点をキーワードで表すならば、 flnquiryJ と fLearningJ

である。いずれの機関にも共通する FacultyDevelop皿.entへのアプローチは、大学教員による

学生の「学習」に関する課題の『探究jを促すというものであるように感じられた。すなわち、

Facultyに向けられているのは Developすることへの要請ではなく、 Discoverすることへの期

待である、というスタンスである。そこには、大学教員を探究者としてみなし、好奇心をかき

たて支援するプログラムやシステムを開発するという鰍密で周到な戦略がある。訪問以後も、

SOTL概念について徐々に理解を深める中で、各学問分野のスタイルごとに採用する聞いや探

究の方法、答えが決まるという Disciplinarystylesを尊重するスタンスが、上記のアプローチ

が実効性を持つ際に重要な役割を呆たしているということが見えてきた。教育学の教員であれ、

法学や理学の教員であれ、“教育の専門家"としてのアイデンティファイを動機づけ、互いに敬

意をもった連携・交流が行われる上で、 SOTLという概念は非常に興味深く、日本の FDが学

び得るところは大きいと考えられる。

(河崎美保)
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6.プレ大学教員としての大学院生とFD

1 はじめに

近年、日本においては大学のポスト大衆化と十八歳人口の減少に伴って、教員の教育的資質

が問われている。いわゆる研究大学においても、教員自身の研究だけでなく学生の教育にカを

入れることが求められているのが現状である。そこで、各大学ではファカルティ・ディベロッ

プメント (FD)を行うことで、教員の資質向上に努めている。しかしながら、将来の大学教員

である大学院生に対する大学教員準備プログラム(プレFD)の実施はいまだに手薄であり、

これを充実させることが喫緊の課題である。

平成20年3月に出された中央教育審議会大学分科会制度・教育部会の答申では、大学院にお

ける大学教員養成機能の充実が必要であるとの考えが示されている。詳細は以下の通りである

(中教審、 2008)。

-生涯を通じた職能開発を考える上では、大学教員となって以降のFDの問題だけを対象とす

ることは適当でない。大学教員となる前の段階、大学院における大学教員の養成機能(い

わばプレFD)の在り方を見直すことが必要である。各大学院において意図的・組織的にプ

レFDがなされなければ、ユニバーサル段階の大学教員となるべき備えはできない。

・平成17(2005)年の中央教育審議会答申「新時代の大学院教育」は、 「大学院に求められ

る人材養成機能」として四つを掲げ、そのうちの一つに「確かな教育能力と研究能力を兼

ね備えた大学教員の養成」を位置づけている。教育を担う者としての自覚や意識の酒養、

教育方法等の学習がなされるよう、個々の大学において、あるいは大学問の連携によって、

TAの活動等の充実をはじめ、組織的な取組の展開を図っていくことが求められる。こうし

た取組は、ポスドク段階のキャリア形成支援という観点からも重要となる。

これに加えて、平成19年度からは大学における新たな教員職として助教が置かれ、これが大

学教員の登竜門として位置づけられようとしている(近田、 2007)ロこれまでの登竜門ポスト

であった助手は、ほとんどの大学では単独で授業をすることを免除された、あるいは認められ

ないポストであったが、助教は「大学における教育を担当するにふさわしい教育上の能力を有

すると認められる者J (大学設置孟準第四条改正)とされ、単独で授業を担当することが期待

されている。ここで立ち上る疑問が、日本における現在のTA経験やプレFDは、大学院生が助

教に採用される際に教育カを証明する担保となりうるのかということである。そこで本稿では、

プレFDが整備され充実しているアメリカを事例として取り上げ、いかにして大学院生に教育カ

をつけさせているかを検討する。

本稿の目的は、アメリカの大学における先進的なプレ FDの取り組みを取り上げてその理念

と具体的な内容を検討することにある。背景や制度が必ずしも一致しない日本とアメリカを単

純に比較することはできないが、先例であるアメリカにおける課題を浮き彫りにすることで、

日本への示唆を得ることをねらいとする。
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2.アメリカにおけるプレFDの現状

2-1.プレFD実施の背景

図 1が示す通り、アメリカにお

ける高等教育機関 (4年制大学、 2

年制カレッジ、大学院修士・博士

課程)の在籍学生の数はここ50年

の聞に激増しているロ特に学部段

階の大衆化が急激に進んでおり、

江原 (1994)は研究重視と教育軽

視の過去の大学観を見直す時期に

入っていると指摘している。現在、

ポスト大衆化のフェーズに入って

いる大学では、学生が人種的にも、

学力や学習意欲においても多様化

しており、この状況に対応できる

ような教育の質的向上が必要にな

っている。教員の研究カと教育カ

の酒養だけでなく、大学院生の研

究カと教育カの養成の重要性も問

われているのである(同上、

139・52)， 1990年代からプレFD

が実施され始めた背景には、日本

と類似したこのような状況があっ

たのである。プレFDは、博士課程

に在籍する大学院生(修士課程の

大学院生やポスドクも含む場合も
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図1 米国における高等教育在籍学生裁の推移

吉良匂008)より抜粋

ある)が将来大学教員となるための実践型の訓練・養成プログラムであり、大学側にとっては

大学院レベルの制度および車踊哉の再編の一環と捉えることができる。

2-2.インディアナ大学ブルーミントン校における取り組み

インディアナ大学の旗艦校であるブルーミントン校では、 O白血 ofthe Vice Chancellor of 

AcademicA血Irsand Dean of the Facultiesが分割され、教員の任用や昇進などの人事および

教育活動を統括する O血.ceofVice Provost for Faculty and Acade皿icA血 lrSと学部生に対す

る教育の質向上を目指した FDを実施する O自由 ofViceProvost for Undergraduate 

Edu団組onが協力しながらそれぞれ SOTLを管轄している。 SOTL(Scholarship ofTeaching 

and Learning :教育と学習の学識)とは、カーネギー財団 (TheCarnegie Foundation for the 
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Advance皿.entof Teaching)が提示した理念であり、これに基づいたさまざまな活動を総称す

るものである。これらに加えて、テクノロジーを通じて教育の質の向上を図る Teaching&

Learning Technology Centersなどの部局・機関が協力して FD実施に努めている。

図2 Office of Vice Provost for Undergraduate Educationの組織図(概略)

ら盟国ofVi田Pro刊 st

forUnder冨raduate

Education 
に

1UB Evaluation I回 国.ctional Division of Extended University Division 

Servi田 sandτ"sting Support Servi血 S Progra血自

ノ

インディアナ大学ブルーミントン校HP(http://www.indiana.eduJ-vpuef，出血C旬ry.shtml)より.

(a)大学院生のための教育オPエンテーシヨン・プログラム

インディアナ大学では、教壇に立つことに関する大学院生を対象としたオリエンテーショ

ン・プログラムの実施を各研究科に対して義務づけている。プログラムの実施期聞は 1日とい

う短いものから 2週間の範囲までである。各研究科の活動に加えて、学務課 (0盟国 of

Academic Affairs)は学習支援・多様性課 (0伍.ceofAcade皿 cSupport and Diversity) と協

力して、すべての新大学院生に 2時間のワークショップを提供している。いくつかの研究科が

このワークショップを必修として指定していることも手伝って、参加する大学院生は毎年 350

名から 400名にのぼる。

2002年8月時点で、19の研究科が将来大学で教えるための準備プログラムを提供している。

いくつかの研究科では複数の関連講座を開設しているため、プレ FDの数は全学で 30を数え

ている。このうち、 9プログラムは 1単位を、 4プログラムは2単位を提供しており、残りの

17のプログラムでは履修した学生に 3単位が与えられることになっている

( www.indiana.edu/-凶ching/pedagogy.htmO。教育学研究科では、個別に 12単位の高等

教育という副専攻を設けて、大学教員の養成に努めている。

(h) SOTLへの参加促進

インディアナ大学においては、大学院生の SOTLへの参加を促進するさまぎまな取り組みを

行っている。ひとつめは、 ISSOTL(τ'heInternational Society for the Scholarship ofTeaching 

and Learning ・国際 SOTL学会)への参加呼びかけである。 2004年の学会には、参加費免除

などの学務課の支援を受けた 20名が参加している。このうち 17名は、ポスタ一発表や個人研

究発表を行っている。
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SOTLに関する取り組みのふたつめは、 SOTLコロキアムへの参加呼びかけである。この努

力が功を奏して、 1999年の秋学期から 2004年の春学期までの聞にコロキアムに参加した大学

院生は 784名にのぼるロこの数は、全参加者 {3484名)の 23%にあたる。 2002・03年に初め

て参加した大学院生は 145名であり、学内での認知度が高まっていることがうかがえる。次に

挙げられるのは、毎年 3名に提供される 2，500ドルの補助金 (SOTLseed grants)である。こ

の3名のうち 1名もしくは2名は大学院生であることという指定がされている。そして、年度

終わりには受給者とメンターである教員が一年の研究成果を全学規模のフォーラムで発表する

ことが課せられている。

これらの取り組みの評価は、インディアナ大学が独自に行った SσrLに参加した大学院生6

名を抽出したインタピューによって測定されているo

(c)コース・ポートフォロオ作成

コース・ポートフォリオとは、その授業で取り上げるテキストのリストや試験問題、アンケ

ートに対する学生のコメント、そして授業についての教員自身のコメントなどを含む書類のこ

とを指す(ウィルキンソン、 1996)。教員が相互に評価しあうピア・レビューの材料となった

り、教員の教育における学識 (scholarshipof teaching)を表現するものであったり、昇進や

テニュア獲得のための評価対象になるものである。授業のシラパスなどは含まれるものの、研

究業績が中心となる従来のティーチング・ポートフォリオとは異なり、コース・ポートフォリ

オは受け持った授業に関する事項が中心となる。コース・ポートフォリオには以下の4つの要素

が含まれている。

- 授業の内容と目標

. 目標を達成するための授業計画

・目標が達成できたことを示す学生のデータ

. 上記 3つに関する教員自身の反省

この他にも、コース・ポートフォリオには以下のものが含まれる。

- 教員の略歴

・受講学生に関する記述

・カリキュラムにおける授業の位置づけ

. 教員の教育における思想や哲学

・教育方法(講義、実験、議論、実践など)

. 学生の評価方法

・学生からの評価

・他の教員への助言

2004年には、大学が主催したワークショップを受講した4名の大学院生が作成したコース・
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ボートフォリオが、全米教育ピア・レピュー CnationalPeer Review ofTeaching)のウェプサ

イトに掲載された。選出者全24名のうちの6分の1を占める快挙である。大学院生は、こうして

授業をベースとしたポートフォリオの作り方を身につけ、テニュア教員へのステップにしてい

る。

以上のように、インディアナ大学では多岐にわたるプレFDを実施して、大学院生の大学教員

としてのレディネスを身につけさせているのである。

2-3. ノースカロライナ大学チャペルヒル校における取り組み

ノースカロライナ大学の旗艦校であるチャペルヒル校では、教員研修センター CCenterfor 

Faculty Excellence)がFD実施の中心的存在である。センターの取り組みの代表例は、大学

教員準備フエローシップ・プログラム CFutureFaculty Fellowship Program)である。参加

する大学院生は、以下の項目を学ぶことができるようになっている。

- 批判的思考や高次の学習を取り入れた授業のデザインや実際の教え方

. 学生を評価する有効な方法

・自らの教育活動をよりよくしていくための学生や他の教員からの情報収集の仕方

. ポートフォリオの作成と就職活動の仕方

・若手教員としてのバランス、競争および責任

. 競争的資金の獲得方法

・投稿論文の書き方

. リーダーシップ

このように、大学で教えていくにあたって必要になってくる広範な内容を学ぶことができる。

このプログラムはセミナー形式で、毎年夏休み中の 6日間、朝日時 30分から夕方4時まで行

われる。複数の教員と昼食をともにしながら大学教員としてのリーダーシップのあり方や生き

方などを議論できる「ワーキング・ランチJ(working lunches)も特徴として挙げられる。テ

キストの予習やオンラインでの課題提出などが毎日必須となる充実した内容である。

このプログラムへの参加は、ノースカロライナ大学の大学院生であること、およびチャペル

ヒル校で(この秋に始まる)次年度から教えることが決まっていることが条件である。ここで

言う「教える」とは、授業計画を作成し、テキストを選定し、授業を行い、テストなどで学生

の評価を行う責任を個人が負っていることを意味する。

このように短い期間で朝から夕方まで内容の詰まったプログラムではあるが、大学院生の参

加度は高い。誰もが受けられるわけではないうえに、修了証と報奨金 500ドルが手渡されるこ

ともその人気の一因であると考えられる。参加した大学院生は次のようなコメントを寄せてい

る(教員研修センターのホームページhttp://cfe.unc.edul七eachingl盟主t/index.htmlより)。

『このプログラムはとても有意義で、この秋から教壇に立つ私に自信をつけさせて

くれた。大学で教える際に重要になるトピックを理論と実践のバランスを取りながら
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教えてくれた。一番良かったのは、身につけておきたい教育方法をモデルとして提示

してくれたこと。」

「このプログラムのおかげで自分の教育ピジョンを構築でき、ピジョンを現実にす

るために必要な手段も得られた。研究科で何度もプレFDを受けてきたけれど、この

プログラムはそこで得た知識を統合させてくれた。」

「このプログラムを受けて一番良かったことは、私をより質の高い教員にしてくれ

たことだと思う。印象に残っているテーマは、洞察力や先見性がすばらしい学習環境

を創り出し、将来訪れるかもしれない教育上の問題を回避させてくれるというものだ。

なにより、どのようにしてより有能な教員になるかを教わるということを通じて、教

育の効果や有効性を考えるとてもいい機会になった。」

参加学生の声から抽出できるのは、実際に教壇に立つことが決まった後の、新年度の直前に

プレFDを行うことで大学教員としての心構えができる大切さである。また、プレFDを行う

回数は大切ながら、それを統合するプログラムが必要であるということであろう。

2-4.大学における教育・学習センターとクラスターの役割

インディアナ大学やノースカロライナ大学の事例からもわかるように、アメリカでは多くの大

学が教育・学習センター (Centerfor Teaching and Leaming)に相当する機関をFDの中核と

して設置している。センターには、教員の他に高い専門性を持つ専任のスタッフが置かれ、教

育の改善に先導的な役割を果たすとともに、大学院生のプレ教員としての教育や教員のメンタ

一役、教員からの相談の受け皿としての業務を担っている。そして、全米規模のプラットフォ

ームとしてFD関係者が参加する学会 (ProfessionalOrganizational Developmentネットワー

ク:POD)が存在している。

このようなセンターの重要な資金源および強みとなっているのが、優れた実践やプロジェク

トに対するさまざまな団体からの支援である。アメリカ大学カレッジ協会 (AACU) と大学院

協会 (CGS)による「将来の大学教員準備 (PreparingFuture Faculty) Jプロジェクトがその

代表例であり、選定した優れたクラスター(大学群)に対して財政支援が行われている。クラ

スターとは、博士号授与機関である研究大学がリーダーとなり、他の大学とパートナー関係を

結ぶ高等教育機関のコミュニティのことである。参加学生は同じクラスターの総合大学やリベ

ラルアーツ・カレッジ、コミュニティ・カレッジなどに派遣され、大学教員の何たるかを実践

的に学ぶことができる。特徴的なのは、派遣先はひとつではなく、複数であることである。実

際に教壇に立ち、各校種のニーズを直接知ることで、自分に合った種類の大学を知ることがで

きる。プログラムの内容はクラスターごとに異なるが、各大学の組織目標、教育などに関して

メンターから説明を受け、参加学生が講義を行った後メンターからフィードパックを受け、教

授会や委員会に参加し、教授障のFD活動に参加するなどの貴重な経験をしている。

これまでは、指導教授(advisor)が研究能力を身につけさせるメンタ一役を担っていたが、こ

のプログラムの導入により、参加学生には新たに教育活動に関するメンターが確保されるよう

になったのである。受け入れ先パートナ一大学の教授というメンターの下で、大学教員の職務
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を実践的に学べるのである。和賀 (2003)は、参加学生と受け入れ先の教授との聞に築かれる

同僚的で相互的な関係がプログラムの効果を高めており、さらに、メンターとなる教員が自ら

の大学教授職について再考する機会となっていることを指摘している。

ただし、この実施には大学側、教員側、学生側すべてに時間と労力がかかるという難点があ

る。また、クラスターを構成する大学が地理的にかなり遠い場合もあるため、それを補う目的

で年に数回はピデオ会議やパネル・ディスカッションなどが開かれている。

2-5. 日米の大学教員採用における違い

これまで見てきたように、アメリカにおけるプレFDは大変充実している。大学院生がプレ大

学教員であることは同じはずの日本ではなぜ未だにプレFDがさほど発展していないのか、日米

の大学教員採用の観点から考察する。

(a)アメリカにおける大学教員採用

アメリカの大学教員採用について調査するために、ミシガン高等教育採用コンソーシアム

(Michigan Higher Education Recruitment Consortium)ウェブサイトで求人情報の検索を

行った。教育学を専門とする助教・講師レベル (a田 istantprofessor)では18件が該当した

(2009/2/26現在)。表1はその内容をまとめたものである。

表 1 アメリカにおける助教・講師レベルの採用の基準

応募資格 提出書類

専門分野 カバーレター

学歴 履歴書

教育歴 学歴を証明するもの

リーダーシップ 推薦状

その他(実務経験、教員免許、 高等教育機関での教育業績を

コミュニケーション能力など) 証明するもの

テニュア・トラックであれば、採用条件が厳しくなる傾向があるものの、非テニュアであっ

ても教育歴・教育業績はほとんどの場合必須であった。提出喜類のなかには、既述のポートフ

オリオに代表される高等教育機関での教育業績を証明するものが含まれている。このように、

採用段階において教育力の裏づけが求められているアメリカでは、プレFDを実施する意義があ

ると言える。

(b)日本における大学教員採用

日本の大学教員採用については、研究者人材データベース (JREC.IN)を用いて研究職C(助

教および講師レベルに相当)を対象にした求人情報を検索し、応募する際の条件および提出が

必要な書類について調査を行った。教育学を専門とする研究職Cの求人情報を検索したところ、
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21件が該当した (2009/2/26現在)。その内容をまとめたものが、表2である。

表2 日本における助教・講師レベルの採用の基準

応募資格 提出書類

専門分野 履歴書

博士号またはそれに相当する
研究業績に関するもの

学歴

研究計画書

その他(データ解析能力、外 学歴を証明するもの

国語能力、年齢、熱意など) その他(推薦状、実務経験の

証明書類、健康診断書など)

表からわかるように、日本の大学教員採用の重点は研究に置かれている。もちろん、なかに

は担当授業のシラパスの写しを添付すること、という条件をつけている大学(国立K大学)も

ある。しかし、大学・短大などで教育歴がある場合に隈られ、教育経験がまったくなくても応

募は可能となっていた。また、教育業績書の提出を求めている大学も存在する(国立N大学)

ものの、この書類の内容は、これまでに担当した授業科目名も含めて2，000字程度で記載すると

いうものである。分量の少なさと他の条件(研究業績書、研究内容の解説、研究計画など)か

ら、この大学も採用に関して研究重視と受け取ることができる。日本でプレFDがさほど浸透し

ない理由は、ここにあるのかもしれない。

3.プレFDにおける標値一日本への示唆にかえて

プレFDは参加した大学院生にとって有益なプログラムであるが、財源や人的資源の確保、組

織的支援体制の拡充において課題が残されている。財政面の課題としては、財政支援の打ち切

りが挙げられる。 1993年に始まった全米レベルのプレFDの取り組みは、 2002年に連邦教育省

からの財政支援がなくなったことを原因に打ち切られている。財政支援がなくなった後も、各

大学は独自の予算でプレFDを継続している場合が多いが、外部支援がなくなったことで規模が

大幅に縮小されたり、プログラムが継続できなくなったところもある。プレFDを実施していく

ためには、安定した財源を確保していくことが重要なのである。日本では、対GDP比などで明

らかになっているように、大学に対する財政支援自体が手薄である。大学全入時代を迎えて多

様な学生を受け入れている現状においては、今後必要となるのは教員の教育カである。これを

プレ大学教員である大学院生に身につけさせるプレFDを実施していくためには、基盤的経費を

確保した上で、競争的資金を得て大学全体の財政を拡充していくことが求められる。

人材・組織面では、特にプレFDの重要性が認知されていない大学において、人的資源が不足

している、あるいは組織的な支援体制が整っていないという問題がある。例えば、メンターと

しての訓練を受けた教員の数が限られていることが課題として挙げられる。また、主として研
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究大学における教授陣の問では、いまだにプレFDの必要性が浸透していないことも課題である。

その原因となっているのが、テニュア獲得や昇進の主たる審査対象となっているのが教育では

なく研究であるからである。研究が出版や論文数、被引用数などで容易に客観的評価ができる

のに対して、教育は主観的な行為であり、数量化して測ることが難しいものであることから、

本来であればFDを勧めていくべき大学側も教育を軽視しがちなのである。ボイヤー (1990)

の研究におけるインタビューのなかでも、ある大学院生が次のように述べている。 r(略)教

育に熱心であったり、教育することを楽しんでいる大学教員は研究者としては二流、あるいは

知識人として二流であると見なされることからわかるように、 (大学側、教授陣は)教育は二

の次だと捉えられている。教育について、大学側は矛盾したメッセージを送っている。学生を

きちんと教育してほしいと言う一方で、教育を重視する教員を疑問視する (p.71) 0 Jボイヤ

ーは大学側も教員も教育を重視するように、優れた教育を行う教員には賞金っきの表彰を行っ

て学内に広く認知させることを説いたが、実際にこれを実施すると逆効果になる場合がある。

毎年ごく少数の選ばれた教員しか表彰されないために、その他の優れた教員が報われないから

である。 FD先進国であるアメリカにおいても、どのようにFDを浸透させていくか、その方策

が未だに模索されている。

先に示したように、 FDおよびプレ FDをめぐる諸課題は多々あるものの、アメリカの大学

におけるさまざまな取り組み、とりわけ大学問の協力体制づくりの取り組みは、日本に対する

示唆に富むものである。個々の大学が独自に FDを行うだけでなく、大学の枠を超えた支援体

制や基盤が整備されていることが、 FDの発展に大きく寄与・貢献しているということは特筆

すべき点である。日本においても、大学院生のための実践的学習の場となる大学問ネットワー

クの構築が急がれる。加えて、プログラムの中で任期制の問題に触れることや、メンターとし

て教授クラスだけを選任するのではなく、助教、講師、准教授、女性や外国籍教員など多様な

人材を含むことなど、日本の現状に合わせた事柄も柔軟にプレ FDの中に取り入れていく必要

があろう。
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V-B. カナダ訪問

1. カナダ訪問について

ーマギル大学TL8との支流と 18叩TL2∞8への参加ー

2008年 10月 11日から 20日のH程で、私たちはカナダの地を訪れたo 訪問目的は、東部モ

ントリオールにあるマギル大学 (McGillU niversity )の TLS(Teaching and Learning 

Services)の訪問と交流、および中部エドモントンで開かれた ISSOTL2008への参加と発表

である。 ISSOTLでは、 TLSディレクターの Prof.Cynthia Wes七onとともに International

Panelをもつことになっていたので、 TLS訪問はその打ち合わせも兼ねたものであった。

Cynthiaによれば、 TLSのスタッフはISSOTLに参加しないので、彼らにパネルの内容を共有

してもらい意見を求めるという意図もあった。

①マギル大学

10112~13 Prof. Cynthia Weston、およびTLSのEducationalDeveloperである

Dr. Mariela Tovarと交流

10/14 TLS訪問、 ISSOTLでの発表内容に関するディスカッション、

キャンパス・ツアーへの参加

②ISSOTL 

10116~ 18 ISSOTL 2008への参加と研究発表

松下:International Panel (10/16) 

酒井・ポスター発表 (10/18)

訪問メンバーは、松下佳代(教授)、及川恵(准教授)、石川裕之(助教)、酒井博之(准教授)

の4名である。ただし、酒井准教授は、他の学会と重なったため、 ISSOTLから合流した。

マギル大学はカナダ随一の研究大学であり、また TLSはFDの先進的な組織として知られて

いる。 2008年2月に、私たちはProf.WestonとDr.'lbvarをセンターに招待し、 4日間の京

都滞在の聞に、さまざまな研究交流を行った。それがきっかけで、今回の訪問と国際ノ4ネルが

実現することになったo

(松下佳代)
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2. FDのコンテクストとインパクトのレベル

--1SS0TL 2∞8: In切m杭ionalPanel“A Faculty D・V・lopme川 Fram開明k

Identifying Contexts and Levels of Impact
W

報告ー

2-1.はじめに

カナダ・エドモントンで開催された ISSOTL2008において、私は、カナダ・マギル大学の

Prof. Cynthia Weston、JulieTimmermans (Ph.D.Candidate)、スイス・ローザンヌ大学

(University of Lausa皿 e)のDr.Denis Berthiau皿 eとともに、 90分の InternationalPanel 

をもった。この国際パネルは、 2か国以上のパネリストから構成されることを要件としており、

多様な視点を交流し、それぞれに独自の経験から学びあうことを目的として企画されたもので

ある。私たちのパネルは、カナダ、スイス、日本の 3か国のパネリストからなるが、 Julieは

現在 Cynthiaの指導生であり、 DenisもCynthiaに研究指導を受け元はマギル大学 TLSのス

タップだった人なので、実質的には、マギル大グループに私が加わったセッションだったとい

ってよい(オーガナイザーは Cynthia)。ただし、 Denisは会議に出席できなかったため、 DVD

による発表となった。

2-2.パネルの意図

プログラムに記載されたパネルの概要は以下の通りである。

A FacuIty Development Fra皿eworkto Capture the Impact of Our Work 

Faculty development work臼 o庇enrep出 sentedby ca旬 goriesof activity， such as 

workshops， projects， or committee work. Faculty developers at three universities金om

diverse parts ofthe world (Canada， Switzerland and Japan) use a framework to 

capture faculty develop皿.entwork in a different way --spheres of infl.uence and levels 

of impact. This仕a皿.eworksigni五皿ntlyalters the way we conceptua1ize， analyze， and 

prioritize our work and may be a useful tool for colleagues in si皿ilarcontexts. 

(大会プログラムωp.70より誤植を修正の上、抜粋)

国際パネルのタイトルは、当初は、上記の“AFaculty Development Framework to Capture 

the Impact of Our Work"だったが、当日は、パネルの意図をより明確に表現するために、“A

Faculty Development Framework: Identifying Contexts and Levels of Impact"に変更され

た。 3人が facultydeveloperと紹介されているのは聴衆へのわかりやすさのためだろう。私

自身、自分を facultydeveloperとして意識したことはないし、一方、 CynthiaもDenisも大

(1)大会プログラムは、以下のWebページからダウンロードできる (2009年2月20日取得)。

http:/，畑ww.indiana.edul-issotl08IProgra皿 pdf
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学の教育改善全体をファシリテートする educationaldeveloperとして自己定義しており曲、

彼らの発表の中でも facultydevelop血 e凶より、 educationaldevelopmentの方が好んで用い

られていたへただし、ここでは educationaldevelopmentも含め fFD活動」として議論を

進めることにする。

いずれにせよ、このパネルの意図は、 FDが行われるコンテクストとそれが影響を与えるレ

ベルを分析するという認識的なところにあった。マギル大学では主に学内に限定した FDが行

われているのに対し、京大センターは、 4つのレベルでの FDネットワーク形成を行いつつあ

る。また、 Denisがセンター長をつとめるローザンヌ大学の Centrefor Teaching Supportも、

その仕事は主に学内に限られているが、彼自身は ICED(The International Consortium for 

Educational Development)のスイス代表組織である SFDN(Swiss Faculty Develop皿.ent

Network)でも積極的に活動している。このようなレベルの交錯を浮かび上がらせながら、 FD

という仕事のコンテクストとそのインパクトを分析しようというのが、このパネルの企画意図

であった。

2-3.マギルTLSと京大センターの比較

(a) FD活動のレベル

議論を見やすくするために、ここでは、マギル左京大だけの比較にしぼることにしよう。両

者の FD活動のレベルを整理すると表 1のようになる。マギルの内容は、 Cynthiaの発表から

抜粋したものである。

一目して明らかなように、私たちのセンターにおける国際レベル、全国レベル、地域レベル

の活動を、マギルでは Megaレベルと総称している。センターは、この全国レベルや地域レ

ベルの集会や組織を主催・運営しているが、マギノレの方は、 Megaレベルの活動を自ら主催・

運営しているわけではない。また、地域レベルの活動はほとんど行われていない。

一方、学内レベルの活動は、マギルの方がはるかに充実している。マギルの Macro、Meso、

阻目。は、京大でいう全学、部局、個人に対応しているが、特に Macroレベルと Microレベ

ルの充実ぶりが目を引く。それは、彼らの活動が、マギル大学の教授・学習改善に役立つもの

とみなされているだけでなく、ファカルティの専門的発達を援助するものとして位置づけられ

ているからでもある。例えば、マギルのファカルティは全員、ティーチング・ポートフォリオ

を提出する義務があり、したがって、その作成を援助する TLSの活動は、有用なサーピスと

してファカルティに受けとめられている、という。

(2) Cyn也iaとDenisは日本のFDワークショップにも講師として数回招待されているが(愛媛大学、大阪大

学など)、マギノレ大学の TLSではeducationaldeveloperという表現が使われていたし、 Denisも、私たちの

センターを訪問した際 (2氾08年8月)、自らを rfaculty developerというよりはむしろ educationalde刊 loper

だ」と語った。なお、日本で彼らが行っているのは、I岨目。レベノレに位置づけられている CDTW(Co世田 Design

& Teaching Worksh叩)である。

(3) faculty developmentとeducationa1develop皿.entの違いについては、 Taylor& Colet (in p四回)を参照。
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一言でいえば、マギルの TLSは北米の一般的な教授・学習センターと同種の組織であるの

に対し、京大のセンターはそれとは相当異質な組織だといえる。

表1 FD活動のレベル

Mega: 

マギル TLS

.ICED，ISSOTL(国際)

.POD(北米)

.STLHE(カナダ)

Macro: 学内の教授・学習システム

-関連委員会
・教授・学習空間づくり
・授業評価
-初任者研修
・ティーチング・ポートフォリオ
・教育賞

など

一全学

など

Me田: カリキュラムとプログラム | 一部局

京太センター

.JFDN 

-大学教育研究フォーラム

-京都大学FD研究検討委員会
(・院生研修)
(・公開授業・検討会)

・専攻ごとの(再)デザインプロジェクト | ・工学部のFD支援(授業評価など)

Micro: 個々の教員、授業科目 |一個人
-院生研修 | ・院生研修
.CDTW(Co旧国eDesign & Teaching ・公開授業・検討会
Workshop) 

・コンサルテーション など

(注)STLHEはTheSociety for Teaching and Learning in Higher Educationの略称。ICEDのカナダ代表組織。

(b)研究とサービス

CynthiaとJulieの発表では、初日5年と 2008年の比較も行われていた(表2参照)。マギ

ルの TLSは、 2005年に、研究とサーピスの両方を行う機関から、純然たるサーピス機関に組

織の性格を変えた。それに伴って業務が拡大し、スタッフ数は 5名から 10名に増えたこと、

あわせて、各レベルの活動の比率が変化して、個々の教員や授業科目を対象とする阻町0 レ

ベルの活動から、大学全体の教授・学習システムの改善をめざすMacroレベルの活動に比重

が移ってきたことを、この表は示している。

京大センターの FD活動について、このように各レベルの活動の比率を数値で示すことは困

難だが、これまでも Megaレベルの活動がかなりの部分をしめていたし、 2008年度からのプ

ロジェクト「大学教員教育研修のためのモデル拠点形成」の展開のなかで、 Megaレベルの活

動の比率はよりいっそう大きくなってきている。
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表2 マギル大学TLSの組織変容

マギJI-TLS 

2005年

ス11ッフ構成
"Oirector 
. Associate Director 。
. Academic Professional 

Associate 
. T eaching Consultant 
. Administration & 

Support Staff 2 
百十 5 

活動の比率
-Mega 5.0首
-Macro 7.5冒
-Mez。 12.5% 
-Micro 75.0% 

大学構成員数
教員数

学生数

(2008 

(注1)京大セン事ーのス事ッコは第1部門のみを対象にした。
(注2)rテニュア』にはテニュアトラッヴも含まれている.

2008年

3 。
3 

計 B

7.5首
50.0冒
12.5首
30.0冒

6，061 
テニユア 1，608
その他 4，453 

31，081 
学生 23，758 
院生 7.323 

京大セン書ー

2008年

セン事ー畏(教授)1 
教授 2
准教授 4(うち任期っき 2)
助教 3(すべて任期っき)
研究員 1
教務補佐員 1、技術補佐員 1
事務補佐員 2

計 15

2，864 

22，707 

学院生生 13，399 
9.308 

マギルの TLSのスタッフは、いわゆるファカルティ(称号に Prof.が入る)はディレクター

のCynthiaのみだが、博士号をもっているスタッフは 2名(副ディレクターの Dr.Winer左

Dr. Tovar)、修士号をもっているスタッフは 1名いる。表 2のAcademicProfessional 

A開田iateは Cynthiaの発表のスライドで用いられていた表現だが、 TLSのWebサイトのス

タッフ紹介ベージ (http://www.mcgill.ca/tlsfwhofstafff) では EducationalDeveloperとして

紹介されており、 EducationalDeveloperと称される人たちが、知的専門職として位置づけら

れていることを示している。 Administration& Support Sta宜は、京大センターの教務補佐

員、技術補佐員、事務補佐員にあたる人たちである。 TeachingConsultantは、両者の中間に

位置する。

一方、京大センターのスタッフは、肩書きに Professorがつくスタップは、教授から助教ま

であわせて 10名、授業を担当し教育学研究科のブアカルティでもある准教授以上に限っても 7

名にのぼる。だが、その仕事の内容は、 TLSのEducationalDeveloperや TeachingConsultant 

とかなりの部分で重なっている。異なるのは、センターの助教以上のスタッフが、センターで

の協働の仕事の他に、個々人で自分の属する学問分野(教育哲学、教育心理学、教育方法学、

教育工学、臨床心理学、比較教育学、音響心理学など)での研究を行っていて、そこで(も)

研究者としてのアイデンティティを見出しているということである。

この違いは、 TLSのスタッフの業績リストとセンターのスタッフのそれとを見比べてみれ

ば一目瞭然である。センターでの仕事が自分の研究とどの程度の類似性をもっているかは、個
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々のスタップによって異なるが、類似性が小さいスタップほど、センターの仕事と研究との時

間的・内容的な競合に苦しめられることになる。とりわけ、任期っきで雇用されている博士号

取得前の若いスタップにとって、この問題は深刻である。それに比べると、 TLSの場合は、

純然たるサーピス機関となったことによって、スタッフはこうした悩みから自由であるように

見えた。

京大のセンターのように、本来、研究職にある人聞によって FD活動をファシリテートする

という状態を維持していくためには、三つのやり方がある。一つは、研究とサービスを切り離

すやり方である。例えば、メルボルン大学の FD関連組織である Centrefor the Study of 

Higher Edu回 tionなどはこちらに属する。もう一つは、サーピス的な意味合いももっ活動を

対象に、アクション・リサーチとしての研究を行うやり方である。私たちのセンターは後者を

めざしてこれまで活動を展開してきたはずだが、必ずしも FD活動を対象としたアクション・

リサーチの手法を確立しているとはいえない。その確立が、研究とサーピスの両立をはかる上

で急務である。この 1年間進めてきたカーネギー教育振興財団との研究交流は、そうしたア

クション・リサーチの手法を学ぶためにも大きな意義をもっている (V-A-3参照)。

2-4_パネルでの鴎諭

(a)パネルの流れ

さて、国際ノ4ネルの話に戻ろうロ私たちのパネルは、第 1 日の午後 3 時半~5 時、開会行

事と基調講演の後に設定されていた。聴衆は 20名あまり。 ISSOTLはFD担当者だけでなく

一般教員も多く参加しているが、このパネルの聡衆には教授・学習センターのスタップ、 FD

担当者が多かったように思われる。パネルの流れは以下のとおりである。

<1>イントロダクション (JulieTimmer皿ans)

このセッションの目的、「コンテクストとレベルのインパクト」の意味、セッションの

進め方

<2>事例報告

・7 ギル大学 (CynthiaWeston) 

・京都大学(松下佳代)

・ローザンヌ大学 (Den臼Berthiaume)

く3>ディスカツシヨン

く4>コメントの収集

<2>の事例報告については、あらかじめオーガナイザーの Cynthiaからもりこむべき内容、

ハンドアウトの枚数などの指定があり、 3人ともそれにそって報告した。 "BuildingFaculty 

Development Network in Japan"と題した私の発表はパワーポイントを使って行い(資料 1

参照)、これとは別にハンドアウトを配布した(資料2参照)。

発表内容は、 5月のアメリカ訪問の際の発表 (V-A-3参照)とかなり重なっているが、日本

の大学教育の背景や、アメリカ訪問後に進展した関西地区FD連絡協議会の活動などの内容を
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加えた。

(b)ディスカッション

ディスカツシヨンでは、まず司会の Cynthiaから次のような論点の提示があった。

-このフレームワーク(コンテクストとレベル)は、参加者各自の組織においてどの程度

有効性をもつだろうか。

-何か欠けている点はないか。

・提案したフレームワークを改訂するためには次にどんなステップが必要か。

これを受けてなされたディスカッションでは、以下のような質問・意見が出された。

①このプレームワークでは学生の姿が見えない。 educationaldevelopmentの目的は何か。

そこに学生はどう位置づけられるのか。

② 4つのレベルは互いにどうリンクしているのか。

③コンテクストやインパクトを知るにはファカルティに対する調査が必要ではないか。

④ FDのインパクトを議論するには、「効果的な教師 (effectiveteacher) Jやファカルティ

の「ベスト・プラクティス」を語りうるものでなければならないのではないか。

⑤ FDのインパクトを把握するためにどんなエピデンス(根拠資料)が提供できるか。学生

の授業評価以外に、どのような形で学生のレスポンスを取りこむか。

⑥個々の大学のコンテクストや文化を規定するものとして、テニュア獲得と昇進の方針の内

容が重要である。テニュア獲得や昇進の際に、ファカルティは、自分が「効呆的な教師」

であることをどんなやり方で示すよう求められているか(教育業績の評価)。テニュア獲得

や昇進の方針についてセンターはアドミニストレーターと議論すべきだ。

⑦研究大学において、教育は研究と同様に価値づけられているか。ブァカルティがあまりに

教授・学習に多くの時間をとられないようなアドバイスを行うべきではないか。

⑧教授・学習センターがマージナルな組織にとどまらないためには、大学内のフィードパッ

ク・ループに関与することが重要だ。

⑨ TLSが純然たるサービス機関になったのはなぜか。研究は行わないのか。

Cynthiaは司会をしながら、こうした質問・意見が、可視化され共有されるように次々にパ

ワーポイント・スライドに入力していった。 90分の限られた時間の中では、十分なインタラ

クションはできなかったが、今後の共同研究につながる論点は得られたように思う。次は、 2010

年にバルセロナで開催される ICED2010での共開発表を計画している。

2-5.おわりに

マギル大学と京都大学はともに、世界的にも有数の研究大学であり、規模も比較的近い。し

かし、両者の FD関連組織は、TLSが純然たるサービス機関になる道を選択した上で学内の FD

活動に焦点化しているのに対し、京大センターは、 FD活動のレベルを拡張しながら、研究と
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サービスの両立の道を模索している。一方で、コンテクストとインパクトのレベルに着目した

FDの理論化をはかろうとしている点では、両者の聞に共通点も見出せる。マギル TLSとの

研究・実践交流は、カーネギー財団や SOTL拠点校の交流とはまた別の視点と成果をもたら

すものと期待される。

文献

Taylor， L. & Colet， N. R. (in press). Making the shift仕omfaculty develop皿.entto 

educational development: A conceptual企'ameworkgrounded in practice. In A. 

Saroyan and M. Frenay (Eds.) BuiJding teaching四 ipaロtiesin universi白ies:From 

facuJty deveJopment to edu，倒的'naJdeveJopmenιSterling， VA: Stylus Publishing. 

(松下佳代)
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資料2

ISSOTL 2008， Edmonton 

Kyoto Univ・rsity
Center for the Promotion of Excellence in Higher Education 

Kayo Matsushita， Professor 

National HiロherEducation Conte叫

• Japan has 7百5universities (te同iary-typeA) (声00喧)
-National: 86 (11.2%) 
-Public (P憎 fecturalor Municipal): 90 (11.8%) 
ーPrivate:589 (77目。%)

• Ar同vedat the stage of universal access in early 2000s (universities 49.1 %; HE institutions 
in total 76.8%) (2008) 

・Decreasein the number of new entrants because of the decrease in the ∞hort population 
andin胞nsified∞mpetitionbetween unive陪 itiesfor students (management crisis in private 
umve陪耐es)

• Quality assurance has been shifting from the point of admission to the point of 9悶 duation
(e.g. Ga加 shiryoku目 competences陪 qui陪 dfor bachelor's deg聞 e)

• Reforms of higher education have been implemented especially sin関 1990s.Faculty 
development (FD)糊 sintroduced and sp陪 adunder the leader百hipof the Ministry of 
Education. FD was legislated at undergraduate level in 2007 

• Higher educational policy has 陪飽ntlychanged i恰 focusfrom mere∞mpe叫tionto a 
balan偲 of∞mp凶 tionand collaboration between unive悶 ties

Institutional Context and N冨ture

• Large陪 searchuniver宮ity(five Nobel Prize lau開制es)founded in 1897 

・10faculties目 IntegratedHuman Studies， Letters， Education， Law， E∞nomi岱
Sロence，Medicine， Pharmaceutical Sc剛健s，Engineering， Ag同cultu陪

・23，000students (Undergraduates 13，500 + Graduates 9，500) 
2，900恰achingstaff (+ 2，500 non-teaching staff) 

Our Center (Structu陪 andStaff) 

• One of43 r曹searchinstitutes & center冒 atKyoto University (KU). Instead of being affiliated 
with central administration， we a陪 assistingthe Faculty Development Committee， which is 
responsible for FD at KU目

• Established in 1994， and enlarged and陪咽rganizedinto the p陪 sentcenter in 2003 

・Th陪 erather independent divisions: 

ーDivision1 (Higher Education Research & Development) 

圃 Division2 (Core Curriculum Design) 

ーDivision3 (Information & Media Studies Design)目

• Sta宵engagedin FD is affiliated with Division 1， which consists of three research fields 
Teaching Methods， Curriculum， and Assessment & Evaluation目

Our Center (Missiロnand Proiectl 

• Mission: To promote and organize Mut，四IFaculty Development 

ISSOTL 2008, Edmonton 

Kyoto University 

Center for the Promotion of Excellence in Higher Education 

Kayo Matsushita, Professor 

National Higher Education Context 

• Japan has 765 universities (tertiary-type A) (2008) 
- National: 86 (11.2%) 
- Public (Prefectural or Municipal): 90 (11.8%) 
- Private: 589 (77.0%) 

• Arrived at the stage of universal access in early 2000s (universities 49.1 %; HE institutions 
in total 76.8%) (2008) 

• Decrease in the number of new entrants because of the decrease in the cohort population 
and intensified competition between universities for students (management crisis in private 
universities) 

• Quality assurance has been shifting from the point of admission to the point of graduation 
(e.g. Gakushiryoku: competences required for bachelor's degree) 

• Reforms of higher education have been implemented especially since 1990s. Faculty 
development (FD) was introduced and spread under the leadership of the Ministry of 
Education. FD was legislated at undergraduate level in 2007. 

• Higher educational policy has recently changed its focus from mere competition to a 
balance of competition and collaboration between universities. 

Institutional Context and Nature 

• Large research university (five Nobel Prize laureates) founded in 1897 

• 10 faculties: Integrated Human Studies, Letters, Education, Law, Economics 
Science, Medicine, Pharmaceutical Sciences, Engineering, Agriculture 

• 23,000 students (Undergraduates 13,500 + Graduates 9,500) 
2,900 teaching staff (+ 2,500 non-teaching staff) 

Our Center (Structure and StaID 

• One of 43 research institutes & centers at Kyoto University (KU). Instead of being affiliated 
with central administration, we are assisting the Faculty Development Committee, which is 
responsible for FD at KU. 

• Established in 1994, and enlarged and reorganized into the present center in 2003 

• Three rather independent divisions: 
- Division 1 (Higher Education Research & Development) 
- Division 2 (Core Curriculum Design) 
- Division 3 (Information & Media Studies Design). 

• Staff engaged in FD is affiliated with Division 1, which consists of three research fields: 
Teaching Methods, Curriculum, and Assessment & Evaluation. 

Our Center (Mission and Project) 

• Mission: To promote and organize Mutual Faculty Development 
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資料2

• Targel Audiences: Facully members (including graduale sludenls as fulure facully 
membe陪)

・ThePresenl Projecl: "Building Ihe core in facully developmenl" 

ーDuralion目 2008-2012

・Granl目 Five-yeargranl lolalling 5 million US$ from Ihe Minislry of Educalion 

-Goal: To build FD nelworks， bolh off-line (face-Io・.face)and on-line， al inslilulional， 
『芭gional，nalional， and inlemalional levels and 10 funclion as ils co陪

Our Framework and Terminoloロv

• Key Conce同目 M叫ualFacully Developmenl 

*中acullyDevelopmenl (FD)" in a broad s嘩nse，including educalional improvemenl 

• Our Ideas: Facully developmenl based upon mulualily (between sluden也 andteacher， 
between抱山Itymembers， between HE in副社叫ions)

• Mu此ipleFunclions: Teacher， ~凶earcher， Faαlilalor， Organizer 

Mu加'a/itybelween 
studon脂 and曲8cher

51凶制曲一 ーがT.闘:hIf -1'1・回れ・e
←←  

Mu畑町加抑制n ¥¥ 
;，瞳雌utions

A.clivilies B四sedロnOur Frame岬 ork

• Building FD nelworks at four levels 

/ 

What is mutuality? 

-Inslilulional (Individual-Facully 1 Departmenl -Unive隠 ily)
-Regional 
-Nalional (Qff-line， On-line) 
ーInlemalional

*Each level of nelwork has ils own slruclu陪 andchallenges日

・KansaiFacully Developmenl Associalion (al regionalle四 1)

-Goal: informalion-sharing &∞lIaboralion belween a wide specl問 mof HE inslilulions 

-Affilialion: 109/211 unive陪 ilies& junior colleges 

-Aclivilies目 KnowledgeSharing WG  (Working Group)， Joinl FD Implemenling W G， 
Collaboralive FD Planning WG， Public Relalions WG， Research WG  

• Collaboralive FD Planning WG  (as an e湖 mple)

ー01冒anizalion:4 universilies + FD Pilol Study Institutions + other affiliates 

-Goal: To lackle particular issues on sludenl leaming in collaboralion and 10 build a 
communily around it 

e.g.， 11∞py & pasle" problem (mo陪 generally，Ihinking and wriling in sludenl 
learninω 

-Procedu阪 communitybuilding→ pilot study→ making public→ expanding 

• Target Audiences: Faculty members (including graduate students as future faculty 
members) 

• The Present Project: "Building the core in faculty development" 

- Duration: 2008-2012 

- Grant: Five-year grant totalling 5 million US$ from the Ministry of Education 

- Goal: To build FD networks, both off-line (face-to-face) and on-line, at institutional, 
regional, national, and international levels and to function as its core 

Our Framework and Terminology 

• Key Concept: Mutual Faculty Development 

• "Faculty Development (FD)" in a broad sense, including educational improvement 

• Our Ideas: Faculty development based upon mutuality (between students and teacher, 
between faculty members, between HE institutions) 

• Multiple Functions: Teacher, Researcher, Facilitator, Organizer 

Mutuality bellNeen 
students and t81/char 

bellNeen faculty 

Studenta ---+ Teechlr - TMCMr - - / 

Mutuality bellNeen \ \ 
institutions 

Activities Based on Our Framework 

• Building FD networks at four levels 

/ •......... -.~ ......•..•.••• , 
1/ .~ I \ 

i '·161,15' 'j ( .1 - ) 
... I'" " 
.. ' ... '!!..~~~.~ .... / 

What is mutuality? 

- Institutional (Individual- Faculty I Department - University) 
- Regional 
- National (Off-line, On-line) 
- International 

"Each level of network has its own structure and challenges. 

• Kansai Faculty Development Association (at regional level) 

- Goal: information-sharing & collaboration between a wide spectrum of HE institutions 

- Affiliation: 109/211 universities & junior colleges 

- Activities: Knowledge Sharing WG (Working Group), Joint FD Implementing WG, 
Collaborative FD Planning WG, Public Relations WG, Research WG 

• Collaborative FD Planning WG (as an example) 

- Organization: 4 universities + FD Pilot Study Institutions + other affiliates 

- Goal: To tackle particular issues on student learning in collaboration and to build a 
community around it. 

e.g., "copy & paste" problem (more generally, thinking and writing in student 
learning) 

- Procedure: community building ---> pilot study ---> making public ---> expanding 
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3_ ISSOTLにおけるポスターセッションの報告

{Web-based Class Observation Practice for Mutual Training of University Teacher冨)

ISSOTLにおいて、Web公開授業実践に関するポスター発表rWeb-basedClass Observation 

Practice for Mutual Training ofUniversityτ凶 chersJをおこなう機会を得た。内容は、 Web

公開授業構築の背景、システムに関する説明および、 2度の実践に関する分析結果についてで

ある。発表資料を次頁以降に示しておし発表したのは、学会 3日目 (10/18)午後 6時から 1

時間半であった。直後に開催される学会のパンケット会場であるメイン・ホールの一角にポス

ター発表のためのエリアが設けられており、 rpos旬rSessions & P四ーDinnerDrinksJと名付

けられたセッションでもあったので、聴衆も多く、終始和やかな雰囲気で進められた。ポスタ

一発表は全部で 55件であった。日本からは本発表の 1件のみであった。

(酒井博之)



－ 366 － － 367 －

Ⅴ－B. 付録２

Web-based Class Obs町田tlonP悶 ctlcefor Mutual Tralnlng of Unlverslty Teache問

Hiroyuki Sa同i，Ph.D 
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Web-based Class Observation Practice for Mutual Training of University Teachers 

Hiroyuki Sakai, Ph.D 
Centl!r for thll! Promotion of Exa!lh!nce in Highll!r Education, Kyoto UnlVl!rsity, Japan 

sakai@lz04.mbox.media.kyoto-iJ.ac.jp 

Abstract 

The prlnclJHll CDnDl!!pts and '!he Interim results of the Web-billed a_ ObservetIon 5ysI2m 
(W-C05) iIV raportlld In this pruentatlon. W-COS has blNln daveloped by the Centra for the 
Promotion of ExcelienOll In Hlihar Education at Kyoto UnMilrslty to orpnlle In online IetIrnl"l 
ggmmunity of dOrMstiI; uniYan;ity wlchan;. This .sysWm enlbln luthoriRd ITlIImb.rs to 
UplOid dUilI-synchronlHd movlllS of thlr clisses 50 thit thay Cim dlscui5 thlm with othllr 
memben; utlfrzr.,. In online discussion forum vIII thl!! Internet. Vlewlna: the vldeotloped ems 
and discussins it, th.., un _hlnp idA,ilnd know!.d .. to improve thir tnchilll. 

Two cllss observation prwctlc.1 -I cillo 1lILllht by. nOYiOl, Ind another by. teBchr with 
experienDl!! of open clllls telchrnl- using W-COS In the list ICldemll: year Ire discussed In 
"this pnlMnWtion. In both CiseS. after the teach.n; draw ilttllntlon to .. llIIIiInt points. 
Intardlsclpllllllry members Includlnl the teacher discussed the cll. for two weeks. 

0111 ofthl rMjor findings is thlt thil; sysIIm is wry lff'Ic:tivl fur hllpire not only tt. tllct.r 
who I:iIUlht tt. clii" but IIliO ott.r Pirtlclp;urts to InduCi self-raflKtlon on thllr own NIiChlre, 
as they can compare Ind dlscLBS their cOlnltlon Ind Interpretation of lhared movie dips of 
CIaSSl5. Also diS1Cuuion on W-COS is quite lff'Ic:tivl to prvrnotl COlII:rfiI instructionll 
technlqUIIlor ITIIIthOOI of lIachlre lind II monl discursive rather than convellent as seen In 
face-to-face discussion, Ihhough It Isstlll Inldequlte to IndLllle deep changes In perspective. 

1. Background 

1.1 a.ckdrop for this Research 
·Th.nI II .. ,rowll\llllidl for uniYIl1llty tochlr trillnll\l (Rlculty DIYIlopmlnt)In Jllp;iln. 

-1.InMll'SIIllDtlon of hllhilr edLlllltlon 
.... d¥ll!nt of knowled,~.d __ tv or inbrmrtion-orill!nted soc:ilrty 

·It IslllCtiSlry to develop iltmmatlvl WlII for tHchlre and INmire (a.lI'. iKtiYIllilrnlre). 
.l!Iuttochlrce beliefs In tHchlre Ind I .. mlre II stili dtmcutt InJlplln. 

_nytuchinp still .. mlin in didlc:tic WQ" 

2. System 

only luthorlzed membeB 

cln IO!in 

"" 
:.~. ". 
, , 

'" , 
." 

Mavle Part 

·Dull villwpoint prlHntiltion of I class 

Main Window 

-two -rnehrvnlzld vldlo. from dlrr.nlnt 11\1-
oLeft: facullre on Instructor relltiVely 1IlIed cal'lll!l'I work 
·RI,ht: facw;11\I on studlnts tilgn frNly by Cilm.riI OPlriltor 

I - ··~~· --Upload Hindouts 

1.21'wo Different Appro.ches for TeacherTralnlnl 
"Positivist Ipprolch ~ of pIIrtlclplntllnlWenid thlt dUll movl.s _ .. atr.IctlYl for undel"ltlondll\l thil dIIss 

-'tKhnok!t:lCilI ilpproKh 
.... Iv. tips Ind "how to· to Impl"OWl tillchire 
-bal ..... on thllXistlllCl of stilndardilld IOod tllchil\l 

.Mutual trslnlnl (our IpplOllch) 
-bshomon'llpprolch 
-btar Mif rel'l.c:tlon thRl\llh lIIilmll\l community of prvf.SSOI1l 
-promotlo Mif-development Ind lutonomy of profusol1l 
.... kind of coll.bol'lliVe lurnlre of profeuors 

1.3 Class Observation: A stratlJlYfor mutual tntlnlnl of professors 
.Experlelll:e for more thin 12 yelrs In Kyoto University 

-mutually obAlYI CIISMS and discuSii ov.r tt.m 
.Alm II to_ 

.... m te.chll\l methods from others (know-how" tips) 
--bec:orIII monl nI"'c:t1Yl on on.'s own llitchlre 
-balctMlINm.r Ind IbIrtcontlnuoLM IIIlmlnl 

·moti'lllion for IIIf impl"OWllTlllnt lind davaloplTlllnt 

1A Strencth and Weakness of "face-to-face" aass Observation 
·S1rel'llth 

-1Inl. of solklilrity ilmore p;ilrtlelpilntli 
... kind of Ictlon _rch 

·W-IkIllSS 
"1OIMtlmu tllTlll consumlre 
-difficult to Imn. dates 
-tNct.I1I' hllitltion for commitllllnt (too much obliption Ind ruponsibility) 

1.5 The Idea of W-COS 
·ClI .. obMlYltion lind discussion usinl Web 

--witch vldlotilped dilSs ilnd discuss OYIr It 
__ e thl! bilrrlers oftlrnll! Ind IpIICO! 

-indinlct plrticipation thatlnlbills tNchill1lto pIIrticipilti mo .. Cilsuilly 

1.6 The Concept of Deslln for W-COS 
.W-COSil; nat.n jmjtatjDn Drlub6jtytjgn offaCa-to-faCllitUltion, but constNc:tion of 
ilnothilr nlililty 

-fI: should be developed Ind refined SClSto mike the bell: use of this I"III!W reility 
.W-COSshould .)IgwYlrjttign .ndbldgm gf QlrtFjwny' jnte'P!PIa1jDn ,,,,, th.jr 

Intlrac:tlon 
-video should contain enoUJh Informltlon 
-vld10 Ihould allow obMlYIl1I' hi attIntlon 
-tHIrtlclplntl can nl'll1ICt on thalr IrrblllInltltlon Ind pel1lpllc:tlYll'Iferrtre to SllTlIIvldlO 

·W-COSwili orpnizl not only lin intlrdi.:iplinlry community but II .. In jnte .... unjy."jty 

~ 

3. Evaluation 
An Example af Web-based Cass Observation 

Tltl.: ·CultUni ofErelish Ind Amaran liIlW\Il,.- (90 min.) 
Co&nI c.tqory: Bisledor Erellsh liInlllilP S1udy 
Aim: Undenllnd how Ilna:UIIU rellte to history, society Ind culture 

Pll!rIod ofWeb-b-.:l a_ Obll!rwIIon: 2 _kII (9-23 July 2007) 

",Im",'" 0111:11111"" 
oSaIf-introduc:tlon by participants 
"Instructor Pnlllnbtd thl points that It. wants to dis~uSli 

Discussion Forum (BBS) 

DIIcu.lon ro.t 
oDlicusslon Forum (!ulllllin I!IoIIrd Systam) 
·PrvfiIH of pIIrticipllntl 

-

-.lIiIbIII to undll1ltilnd the pilrtlelpantli' bKklrvund 
oNew _ .... notlflratlon e-mail 

- lutomltic notifiCil'lion wt.n IIIW mlSSlpn .. posted 

4, EvaluatIon for this Web-based Class ObservatIon 

'Method 
-questlont'llire for partlclp.nts 

o44l11ms, 4-polnt LlgrMypllSCilI. 
.10 ruPOnIH 

-irrblrvilW with thil instNctor 
... mklrpnIHd Intlrvillw. followll\l her nllponll tothl qUldlonnlll .. 

Number of partlclpllnb 
Il'IIrtlc:lpt .... wha pgMd) 

28(11) 

Nllmblr of pom 
pnIltN ....... ~ 

29 In 
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4.マギル大学TLS訪問および ISSOTL2008参加

4-1.はじめに

本節では、ケベック州モントリオール市のマギル大学TLS(Teaching and Learning Services， 

McGill U niversity)訪問と、その後アルパータ州エドモントン市で開催された ISSσrL(The 

Intemational S田 ietyfor the Scholarship ofTeaching and Leaming) 2008参加の成果につい

て述べる。

4-2.マギル文学TLS訪問 (20ω年 10月 14日)

マギル大学は、モントリオール市の象徴でありその語源ともなったモン・ロワイヤル山のふ

もとに位置するカナダ最古の大学の1つ(1821年設立)であり、その教育・研究レベルはカナ

ダ園内のみならず世界的に高い評価を受けてい

る。大学内の雰囲気は、大学主催のキャンパス・

ツアーで体感することができた。キャンパスの

メインストリートを挟んだ左右には青々とした

芝生が広がっており、その向こうには石造りの

建物が建ち並ぶなど、歴史と伝統が感じられる

美しいキャンパスであったo キャンパス・ツア

ーの案内を務めるのは同大学の学生であり、

Arts Buildingなどキャンパス内の主な建物の

，、.

FEごと品τ
';:--0- 0"・『;E11:81! 1 ・T.・

紹介、学生生活に関する説明などがなされた。また、短時間ではあったが、実際に大教室で行

われている授業風景を見学する機会を得られたことは幸いであった。マギル大学ではこうした

授業を録音しており、欠席した学生が後で自習できるようになっているという。また、学生と

教員の交流の機会として、オフィスアワーを設けているとのことであった。

今回の訪問先である TLSは、図書館のある建物の半地下にあり、メインストリートの脇の非

常に利便性が高い場所に位置していた。 TLSディレクターの CynthiaWeston教授によれば、

キャンパス内における建物の位置は、大学内に

おける当該組織の位置づけを示す1つの指標と

なるとのことであり、キャンパス内における

TSLの物理的位置は、大学内における TSLの

重要な位置づけを表しているとのことであった。

オープンスペースを取り入れたオフィスは、開

放感がありながらも落ち着いた雰囲気で、とて

も利用しやすく感じられた。 TLSではランチを

はさみつつ、おおよそ半日をかけて、 ISSOTLにおける Int四 nationaIPanelに向けた事前ミ

ーティングとディスカッションを行った。ここでは、各発表について TLSのスタッフや博士課

程の院生を交えて活発な議論がなされ、今回の訪問の大きな収穫となった。
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4-3. ISSOTl2∞8参加 (2008年 10月 16-10月 18日)

ISSOTL2008では、松下佳代教授・CynthiaWeston教授らによる InternationalPanel (“A 

Faculty Development Framew世 kto Capture the Impact of Our Work" )がおこなわれた。

松下教授の発表内容については、本報告書のv ・一一一一ーーー『 司

.B.2を参照されたい。またその他にも、各大学

で行われている教育改善のためのプログラムの

紹介や、組織の影響の例などについて取り上げ

たいくつかの個人発表に参加した。例えば、1.

個人や共同研究を対象とした教育改善のための

競争的資金 (U凶刊四ityof Regina， Iowa State 

U niversity)、2.セミナーとグループディスカ

ッション、個人の実践に対するリフレクションなどを取り入れた新任教員のためのプログラム

(University of Alberta)、3.学内のセミナー・プログラムの参加が教育や学生、他分野の教

員との交流などに与える影響 (Mary吋且.eU niversity)、3.S0TL(Scholarship ofTeaching and 

Lear凶ng)の発展に関する枠組みの提示 (Queen'sUniversity)などである。

このような発表への参加を通して、 SOTLを促進するための各大学における取り組みとその

影響について貴重な情報を得ることができた。

ISSOTLにおいて全体的に印象的だったのは、

発表形式を問わず、参加者同士のディスカツシ

ョンや発表者から参加者に向けた質問が多かっ

たことである。発表者並びに参加者が、お互い

の所属機関でどのような問題があり、どのよう

な取り組みがなされているかに強い関心を持っ

ており、 FDに関する情報交換や自らの教育実

践に対して示唆を求める姿勢が強く感じられた。

(及川恵、石川裕之)
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v-c.海外研究者の招鴨・交流

本年度は、 「大学教員教育研修のためのモデル拠点形成」プロジェクトにおける「国際連携J

の一環として、以下の 4名の海外研究者を招聴し、交流を図った。本節では、その際に開催し

た研究会等の様子を写真で紹介する。

1.ドゥニ・ペルティオム (Denis Berthiaume) 氏

(Direcω，r. CeI山efor Teaching Support. UniversIty ofLausanne. Switzerland) 

0京都大学高等教育研究開発推進センター訪問(平成20年 8月 16日)
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2.飯 吉透氏緩

(Senior Scholar， The Carnegie Foundation for the Adv四国mentof Teaching， USA) 

0京都大学高等教育研究開発推進センター研究会(平成20年8月 28日、於:京都大学)

rF恒也且gGrist and Inspira姐onfor the Next Pedagogical InnovationJ 

※現在、 E均回目 Stre:担gist.0盟国 ofEdw岨加nalInno'四包皿andTI田，bno!ogy.Ma園田h.. 田畑Ins包tu'担。fTechno!ogy. 

USA. 
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3.ピーター・スパングラー (PeterSpangler)氏

(Program Associate， The Carnegie Foundation for the Advancement ofTeaching， 

USA) 

0招聴期間:平成20年 10月5日-10月 12日

0遠隔 FD企画実践プロジェクト研究会(平成 20年 10月 6日、於:京都大学)

rThe KEEP Toolkit : Educational Knowledge Sharing Technology J 
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4.マリー・フランソワーズ・ファヲーポネ (Marie Francoise Fave-Bonnet) 氏

(Professor， Paris X. Nanterre University， France) 

0京都大学高等教育研究開発推進センター研究会(平成21年2月 4目、於:京都大学)

rBologna pro国田血 appfi，団組on担 France，and，血partiCl血r，teaching and learning 

a田町四国」

(石川裕之)
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V-D. 国際シンポジウム

--The Future of Faculty D・V・10開 聞tin Japan: 

蜘ildingthe Core in Faculty D・V・10岡町Itー

特別教育研究「大学教員研究研修のためのモデル拠点形

成Iプロジェクト発足シンポジウムとして、 2008年 1月

24日(土)-25日(日)の日程で、「日本の FDの未来

Building血eCo田 inFacu1ty Deve1opmen'ト Iと題する

国際シンポジウムを開催した。これは、本プロジェタトの

理念である「相互研修型FDJの拠点形成における 4つの

レベルのうち、とりわけ「国際」レベルにおいて FDネッ

トワークの構築・推進を目指す試みである。

当日は、国内外から FDネットワーク構築を推進するパネ日ストを招き、理論・実践・技術

面での現状と課題とを共有することで、 FDの未来を展望した。圏外からは、メアリー・テイ

ラー・ヒューパー氏(カーネギー教育振興財団上級研究員)、ジヱニファー・メタ・ロピンソ

ン氏(インディアナ大学ブルーミントン校コミュニケーション・カルチャー学科上j級講師 J

ISSOTL議長)、飯吉透氏(マサチューセッツ工科大学教育イノベーション・テクノロジー

局シニア・ストラテジスト)および7ランク・プロチャスカ氏(ノースカロライナ大学本部準

副学長)の 4名の方を、圏内からは、小田隆治氏(山形大学高等教育研究企画センター教授)、

圃月勝博氏(同志社大学文学部教授)、吉田文氏(早稲田大学教育学部教授)、佐藤浩章氏

(愛媛大学教育企画室准教授)、夏目達也氏(名古屋大学高等教育研究センター教授)の

5名の方を招鳴し登壇していただいた。また、義本博司氏(文部科学省大学振興課長)と西村

周三氏(京都大学理事)より祝辞をいただいた。

シンポジウムを開催した両日とも京都は厳しい寒

さに見舞われていたが、総勢 154名(内一般参加者

114名)の参加を得、活発な議論が繰り広げられた。

(以下にプログラムを掲載する。)

この他、多忙ななかにも関わらず、シンポジウム

開催に伴って、前日の 23日(金)には、海外から

の登壇者の先生方を囲んでのプレ勉強会を開き、当センター第一部門の教員、院生との議論の

時聞を持っていただいたことをあわせて報告する。

(宮崎康子)



－ 374 － － 375 －

特別教育研究「大学教員研究研修のためのモデル拠点形成」プロジェクト発足シンポジウム

「日本の FDの未来一.suildingthe Core in Fac叫旬 Developmenト」

プログラム

第 113 1月 24日(土)

開会

13:30-14:00 司会:溝上慎一(京都大学高等教育研究開発推進センター准教授)
祝辞:義本博司(文部科学省大学振興課長)

西村周三(京都大学理事)

14:00-14:30 開会挨拶「大学教員教育研修のためのモデル拠点形成」

田中毎実(京都大学高等教育研究開発推進センターセンター長・教授)

基調講演

14:30-15:30 高等教育における TeachingCom皿onsの構築

メアリー・テイラー・ヒューパー(カーネギー教育振興財団上級研究員)

〈休憩〉

セッション 1 FDネットワークの構築

15羽 -18:15

情報交換会

18:30-20:00 

教授と学習を支援する教員探究ネットワークの構築
ジェニファー・メタ・ロビンソン
(インディアナ大学コミュニケーション・カルチャー学科上級講師/
ISSOTL会長)

地域の FDネットワーク“樹氷"から拡大された FDネットワーク“つばさ"へ
小田隆治(山形大学高等教育研究企画センター教授)

多層的な四ネットワークの構築
松下佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

【司会1]
圃月勝博(同志社大学文学部教授)
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第 213 1月 25日(日)

セッション 2 テクノロジー利用による FD

9:30-12:00 

昼食

12:00-13:30 

'lechnology-Enhanced 8cholarship of 'leaching and Learningの推進:

カーネギー知識メディア研究所における過去 10年の成果を中心に

飯吉透(マサチューセッツ工科大学教育イノベーション・テクノロジー局
シニア・ストラテジスト)

ノースカロライナ大学におけるテクノロジーとファカルティ・ディベロップ

メント

フランク・プロチャスカ(ノースカロライナ大学本部副部長)

相互研修型 FDをオンラインでいかに実現するか
酒井博之(京都大学高等教育研究開発推進センター特定准教授)

【司会 2)
吉田文(早稲田大学教育学部教授)

セッション 3 FDの推進主体を問う

13:30-16:00 

総括

16:15-17:30 

閉会

ファカルティ・ディベロップメントを通じての 80恒，の支援
メアリー・タイラー・ヒューパー(カーネギー教育振興財団上級研究員)

FDを推進する 4つの主体(アクター)
佐藤浩章(愛媛大学教育企画窒准教授)

FD共同体の形成とその役割 「組織的 FDJの意義を問う
大塚雄作(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

【司会 3)
夏目達也(名古屋大学高等教育研究センター教授)

<休憩>

各セッションのまとめと討論

セッシヨン 1・圃月勝博
セッション2:吉田文
セッション 3:夏目達也
指定討論:田中毎実
司会:溝上慎一
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Openi且g

13:30-14・00

14:00-14:30 

Keynote Speech 
14:30-15:30 

Session 1 

Program 

Day 1 January 24 (Sat) 

句 eningAddress: 
Shinichi Mizokami (CPEHE， Kyoto University) 

Congratulatory Speech: 
Hiroshi Yoshimoto (Ministry of Education， C叫ture，Spor包， Science and Technology) 
Shuzo Nishimura (Executive Vice-President， Kyoto University) 

句 eningRemarks "B世1出ngtheCore血 FacultyDevelopment": 
T即時四Tanakaωirector，CPEHE， Kyoto University) 

Building the Teaching Com皿 .onsin Higher Education 
Mary Taylor Huber (The Carnegie Foundation for the Advancement ofTeaching) 

<<Break>> 

15:45-18:15 Building Faculty Development Network 

Building Faculty Inquiry Networks to Support Teaching and Le町国ng
Jennifer Meta Robinson Und祖国Univers:町 IISSOTL) 

FD Network ''Tubasa"; an Extension ofthe Regional FD Network， “'Juhyo" 
Takaharu Oda (Yamagata University) 

Bu姐也ngMul姐・LeveledNetworks ofFaculty Developent 
Kayo Matsushita (CPEHE， Kyoto University) 

[Mod.eraω，r 1) 
Katsuhiro Engetsuωoshisha U凶versity)

Social Gatheri且g

18:30-20:00 

Opening 
13:30-14:00 

Keynote Speech 
14:30-15:30 

Program 

Day 1 January 24 (Sat) 

Opening Address: 
Shinichi Mizokami (CPEHE, Kyoto University) 

Congratulatory Speech: 
Hiroshi Yoshimoto (Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology) 
Shuzo Nishimura (Executive Vice-President, Kyoto University) 

Opening Remarks "Building the Core in Faculty Development": 
Tsunemi Tanaka (Director, CPEHE, Kyoto University) 

Building the Teaching Commons in Higher Education 
Mary Taylor Huber (The Carnegie Foundation for the Advancement of Teaching) 

------------------------------«Break»------------------------------

Session 1 
15:45-18:15 Building Faculty Development Network 

Building Faculty Inquiry Networks to Support Teaching and Learning 
Jennifer Meta Robinson (Indiana University I ISSOTL) 

FD Network ''Tubasa"; an Extension of the Regional FD Network, "Juhyo" 
Takaharu Oda (Yamagata University) 

Building Multi-Leveled Networks of Faculty Developent 
Kayo Matsushita (CPEHE, Kyoto University) 

[Moderator 1) 
Katsuhiro Engetsu (Doshisha University) 

Social Gathering 

18:30-20:00 
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Session 2 

9:30-12:00 

Lunch 

12:00-13:30 

Session 3 

Day 2 January 25 (Sun) 

Faculty Develop皿.entwith Technology 

Promoti且g the Technology-Enhan田 d Scholarship of Teachi且g and 
Learning: The Last Decade of Work at the Carnegie Knowledge Media 
Laboratory 
Toru liyoshi (Massachusetts Institute ofTechnology) 

Supporting the Scholarship ofTeaching and Learning through Faculty 
Development: FacuIty Development with Tech且ologyin the U:国.ve四 ityof
North Carolina System 
Frank Prochaska (University ofNorth Carolina) 

How to realize皿utualfaculty development ouIine 
Hiroyuki Sakai (CPEHE， Kyoto University) 

[Moderaω，r2) 
Aya Yoshida (Waseda University) 

13:30-16:00 Who Promotes FacuIty Develσpment? 

Wrap-Up 

Supporting the Scholarship of Teaching and Learning thr叩 ghFa四 lty
Development 
Mary Taylor Huber 

The Four Actors in the Promo旬.onofFD
H位。akiSato (Ehime University) 

Formation of a Faculty Development Community and its Role 
-Questioni且gthes詔百五曲目eof“Organizational Faculty Development" 
Yusaku Otsuka (CPEHE， Kyoto University) 

[Modera.ω'r 3) 
Tatsuya Natsu皿.e(Nagoya University) 

<<Break>> 

16:15-17:30 Reports by the moderator from each session 

Session 1: Kat四 hiroEngetsu 
Session 2: Aya Yoshida 
Session 3: Tatsuya Natsume 
D泊四.ssant:Tsunemi Tanaka 
Chair: Sh也ichiMizokami 

Closing 

Session 2 

Lunch 

12:00-13:30 

Session 3 
13:30-16:00 

Day 2 January 25 (Sun) 

Faculty Development with Technology 

Promoting the Technology-Enhanced Scholarship of Teaching and 
Learning: The Last Decade of Work at the Carnegie Knowledge Media 
Laboratory 
Toru liyoshi (Massachusetts Institute of Technology) 

Supporting the Scholarship of Teaching and Learning through Faculty 
Development: Faculty Development with Technology in the University of 
North Carolina System 
Frank Prochaska (University of North Carolina) 

How to realize mutual faculty development ouIine 
Hiroyuki Sakai (CPEHE, Kyoto University) 

[Moderator 2) 
Aya Yoshida (Waseda University) 

Who Promotes Faculty Development? 

Supporting the Scholarship of Teaching and Learning through Faculty 
Development 
Mary Taylor Huber 

The Four Actors in the Promotion of FD 
Hiroaki Sato (Ehime University) 

Formation of a Faculty Development Community and its Role 
-Questioning the significance of "Organizational Faculty Development"
Yusaku Otsuka (CPEHE, Kyoto University) 

[Moderator 3) 
Tatsuya Natsume (Nagoya University) 

--------------«Break» --------------

Wrap-Up 

16:15-17:30 

Closing 

Reports by the moderator from each session 
Session 1: Katsuhiro Engetsu 
Session 2: Aya Yoshida 
Session 3: Tatsuya Natsume 
Discussant: Tsunemi Tanaka 
Chair: Shinichi Mizokami 
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V-E.特別教育研究プロジェクト英語版パンフレット

特別教育研究「大学教員教育研修のためのモデル拠点形成」プロジェクトにおける「国際連

携」を進める上で、本センターの概要とプロジェクトの内容を紹介する英語版パンフレットを

作成した。本センターの歴史と組織については rHistoryand OrganizationJ、本センターの

FDの理念である「相互研修」については rFra皿 .eworkJ、特別教育研究のプロジェクトにつ

いては rProjectsJに記載した。なお、 rProjects StaffJは、パンフレットを作成した 2008

年 5月時点のものである。本パンフレットは、 2008年 5月のアメリカ訪問、 2009年 1月の国

際シンポジウムといった海外の研究者、研究機関との交流時に配布した。

(河崎美保)
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